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の
文
章
が
あ
る
。
は
じ
め
に
一
九
五
一
年
秋
、
東
京
で
学
生
生
活
を
送
る
一
人
の
沖
縄
人
の
青
年
が
、
学
生
団
体
の
機
関
紙
に
投
稿
し
た
無
記
名
郷
里
の
土
が
両
軍
の
血
を
吸
っ
て
、
そ
の
真
紅
の
し
た
た
り
も
乾
か
ぬ
間
に
、
幾
多
の
同
胞
の
魂
が
宙
に
迷
っ
て
い
る
間
に
［
、
］
そ
の
骸
の
上
を
戦
車
が
縦
横
に
走
り
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
乱
舞
す
る
様
に
な
っ
た
。
数
知
れ
ぬ
日
米
両
国
の
犠
牲
を
払
っ
た
そ
の
島
か
ら
、
今
は
朝
鮮
の
人
々
の
間
の
戦
い
の
悲
劇
の
効
果
を
い
や
ま
し
に
増
さ
し
め
る
基
地
に
な
っ
て
い
る
。
今
も
朝
鮮
で
は
、
何
の
恨
み
も
な
い
人
と
人
と
が
血
を
流
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
／
恐
越
境
者
た
ち
の
復
帰
運
動
一
九
五
○
年
代
前
半
に
お
け
る
在
日
本
沖
縄
人
学
生
の
組
織
と
意
識戸
邉
秀
明
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自
己
形
成
期
に
故
郷
の
崩
壊
に
直
面
し
、
い
ま
ま
た
海
の
向
こ
う
の
ア
ジ
ア
の
戦
場
の
た
め
に
基
地
と
さ
れ
つ
つ
あ
る
郷
里
の
未
来
を
憂
え
て
、
こ
の
文
章
は
投
じ
ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
「
無
名
」
の
筆
者
だ
け
で
な
く
、
当
時
異
郷
の
地
で
学
ぶ
す
べ
て
の
若
者
た
ち
が
復
帰
運
動
へ
と
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
す
瞬
間
の
思
い
が
写
し
と
ら
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
同
時
に
、
い
ま
か
ら
読
み
返
す
と
き
、
引
用
の
半
ば
に
現
れ
る
「
日
本
復
帰
」
と
い
う
四
文
字
は
唐
突
に
感じられる。確かに、戦場と占領の暴力からの全面的な解放を望む青年の叫びは、私たちの胸を強く
打
つ
．
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
な
ぜ
「
本
能
的
に
自
己
の
使
命
」
と
し
て
「
日
本
復
帰
」
を
選
ば
せ
る
の
だ
ろ
う
か
ｌ
その問いに対する答えを、同化主義や党の方針という外在的な一一一一口葉で埋め合わせることなく、遺され
れ
よ
、
当
然
の
報
い
を
！
吾
々
の
郷
土
が
殺
戦
の
一
大
基
地
と
な
っ
て
い
る
。
［
中
略
］
こ
の
犠
牲
に
な
る
事
は
吾
々
に
堪
え
ら
れ
る
事
で
は
な
い
。
荒
涼
と
し
て
雑
草
の
揺
ら
ぐ
島
、
板
片
と
、
紙
片
と
、
石
と
、
土
で
で
っ
ち
上
げ
た
晒
屋
に
、
行
く
末
の
望
み
も
な
く
、
そ
の
日
そ
の
日
の
快
楽
を
追
っ
て
陣
吟
す
る
多
く
の
同
胞
。
［
中
略
］
然
し
、
本
能
的
に
自
己
の
使
命
を
感
じ
た
の
だ
。
信
託
統
治
反
対
・
日
本
復
帰
１
／
戦
争
を
止
め
よ
！
姫
百
合
に
そ
し
て
健
児
の
塔
に
ど
れ
程
の
清
い
涙
が
そ
そ
が
れ
た
事
か
ｌ
そ
れ
は
死
せ
る
史
蹟
で
は
な
い
．
悲
劇
の
再
演
を
防
ぐ
城
塞
な
の
だ
。
吾
々
は
島
を
平
和
な
緑
の
島
々
に
す
る
の
だ
。
軍
事
基
地
に
す
る
事
は
許
さ
れ
な
い
の
だ
。
／
信
託
統
治
を
止
め
、
軍
事
基
地
を
無
く
し
て
こ
そ
平
和
が
島
に
訪
れ
る
。
人
々
の
幸
福
と
島
の
繁
栄
（１） 
の
た
め
に
、
平
和
を
求
め
て
吾
々
は
闘
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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冒頭の引用が示すような復帰運動の〈始まり〉の声を、従来の復帰運動史はよく捉えてきただろう
か
。
こ
れ
は
、
沖
縄
教
職
員
会
の
復
帰
運
動
や
日
本
占
領
期
に
お
け
る
在
日
本
沖
縄
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
研
究
対
象
と
し
て
き
た
私
に
と
っ
て
、
深
い
自
戒
な
く
し
て
繰
り
出
す
こ
と
の
で
き
な
い
問
い
で
あ
る
。
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
沖
縄
人
」
と
い
う
一
体
性
や
「
復
帰
」
と
い
う
目
標
を
自
明
視
せ
ず
、
各
々
の
個
人
や
組
織
が
自
己
の
解
放
願
望
を
「
復
帰
」
と
い
う
目
標
に
よ
っ
て
鍛
造
し
、
表
現
の
回
路
を
発
見
し
て
い
く
過
程
と
、
そ
こ
で
発
せ
ら
れ
（２） 
た
く
始
ま
り
〉
の
声
に
注
意
深
く
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
際
、
ま
ず
も
っ
て
必
要
な
の
は
、
「
復
帰
」
と
い
う
目
標
を
、
個
々
の
主
体
が
そ
の
時
々
に
抱
く
諸
要
求
の
な
か
に
埋
め
込
み
直
し
、
諸
要
求
が
「
復
帰
」
と
い
う
回
路
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
収
敦
し
、
表
現
さ
れ
る
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
復
帰
運
動
の
生
成
史
を
、
運
動
を
担
っ
た
主
体
に
即
し
て
明
ら
か
に
す
る
作
業
こ
そ
、
復
帰
運
動
の
複
合
的
要
素
と
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
描
き
だ
し
、
〈
戦
後
沖
縄
〉
と
い
う
時
空
間
を
拡
張
し
て
い
く
た
め
の
出
発
点
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
要
請
は
、
本
稿
が
対
象
と
す
る
在
日
本
沖
縄
人
学
生
の
一
九
五
○
年
代
前
半
に
お
け
る
運
動
史
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
に
お
け
る
在
日
本
沖
縄
人
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
富
山
一
郎
が
描
き
だ
し
た
構
図
、
す
な
わ
ち
在
日
本
沖
縄
人
の
全
国
組
織
で
あ
る
沖
縄
人
連
盟
に
お
け
る
沖
縄
民
族
の
解
放
・
自
治
論
か
ら
日
本
復
帰
論
へ
の
急
激
な
旋
回
の
過
程
な
か
ろ
う
か
。
た
声
や
言
葉
の
な
か
に
ま
ず
は
探
っ
て
み
る
こ
と
を
、
こ
の
小
さ
な
投
稿
文
の
筆
者
は
私
た
ち
に
求
め
て
い
る
の
で
は
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（３） 
に注目が集まってきた。私自身、これを前提として、在日本沖縄人における復帰運動の〈始まり〉の
声に、日本社会のレイシズムや日米合作の「非日本人」送還政策がいかに影を落としていたのかを検
（４） 
討してきた。この構図自体はなお有効であうのと考えるが、同時に次のような視野の欠落が、研究の深
化
に
と
も
な
っ
て
よ
り
強
く
自
覚
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
一
に
、
戦
後
の
在
日
本
沖
縄
人
に
関
す
る
実
証
的
な
検
討
は
、
沖
縄
人
連
盟
が
関
西
を
中
心
と
す
る
戦
前
来
の
（５） 
「名士」によって保守的に再編される前後、およそ一九四九年頃・までにとどまっている。そのため、
五
一
年
以
降
に
郷
士
の
復
帰
署
名
運
動
に
促
さ
れ
て
始
ま
っ
た
在
日
本
沖
縄
人
の
復
帰
運
動
の
具
体
的
足
跡
に
つ
い
て
、
そ
れ
以
前
と
の
関
係
を
う
ま
く
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
第
二
に
、
こ
れ
ま
で
の
主
要
な
分
析
の
軸
は
、
沖
縄
人
連
盟
の
指
導
層
内
部
に
お
け
る
社
会
主
義
者
の
民
族
解
放
論
と
保
守
派
の
復
帰
論
と
の
対
立
に
置
か
れ
て
き
た
。
し
か
し
今
後
は
、
在
日
本
沖
縄
人
社
会
の
地
域
・
職
能
・
性
差
等
にかかわる多様性をふまえた担い手ごとの分析がいっそう求められよう。
第一一一に、一九五○年代の復帰運動については、基地を容認したままで復帰を打ち出していた点が強
調され、さまざまな解放願望が同化主義的ナショナリズムのなかに未分化のまま共存していたとされ
る
。
在
日
本
沖
縄
人
の
五
○
年
代
の
復
帰
運
動
に
つ
い
て
も
、
仲
吉
良
光
を
典
型
と
す
る
保
守
派
の
復
帰
論
に
体
現
さ
れる論調が、五○年代前半の運動の停滞を耐えて、やがて五六年の東京沖縄県人会の結成を促すかの
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
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だ
が
、
実
際
に
は
仲
吉
ら
の
復
帰
論
と
は
異
な
る
声
と
実
践
を
も
っ
て
、
五
○
年
代
前
半
の
日
本
の
地
で
復
帰
運
動
を
担
っ
た
人
々
が
い
た
。
本
稿
が
主
た
る
対
象
と
す
る
当
時
東
京
在
住
（
以
下
、
在
京
と
略
）
の
沖
縄
人
学
生
た
ち
が
そ
れ
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
沖
縄
出
身
の
学
生
や
青
年
た
ち
が
復
帰
運
動
に
果
た
し
た
役
割
は
、
す
で
に
当
事
者
に
よっても、「東京沖縄県人会が結成されるまで、東京における祖国復帰運動の実質的な原動力となる」
（６） 
と
正
当
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
は
い
る
。
だ
が
、
一
」
の
位
置
づ
け
の
根
拠
と
な
る
学
生
た
ち
の
活
動
実
態
に
つ
い
て
描
か
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
結
果
と
し
て
、
当
事
者
た
ち
の
貴
重
な
証
言
も
、
史
料
批
判
の
な
い
ま
ま
、
五
○
年
代
前
半
の
（７） 
在日本沖縄人史の脚注の一）とき扱いにとどまっているのが現状である。
（８｜ 
こ
う
し
た
研
究
状
況
を
刷
新
し
た
の
が
、
近
年
の
森
宣
雄
に
よ
る
一
連
の
沖
縄
解
放
運
動
史
の
叙
述
で
あ
る
。
と
り
わ
け
学
生
団
体
を
主
導
し
た
国
場
幸
太
郎
に
焦
点
を
当
て
、
日
本
ｌ
沖
縄
の
解
放
運
動
の
連
動
と
齪
酷
の
実
態
を
描
き
だ
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
共
産
主
義
運
動
の
一
次
史
料
を
縦
横
に
駆
使
し
た
そ
の
実
証
性
の
高
さ
も
、
森
独
自
の
運
動
史
の
観
点
に
よ
っ
て
見
事
に
統
御
さ
れ
て
い
る
分
、
在
日
本
沖
縄
人
学
生
に
つ
い
て
は
国
場
に
関
す
る
叙
述
に
引
き
絞
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
学
生
団
体
に
つ
い
て
ま
ず
は
共
有
さ
れ
る
べ
き
基
礎
的
な
事
実
を
再
構成する作業は、依然として意義を失っていない。
以
上
の
点
検
を
ふ
ま
え
、
本
稿
は
在
日
本
沖
縄
人
社
会
の
歴
史
的
研
究
の
一
環
と
し
て
、
’
九
五
○
年
代
前
半
に
お
け
る
日
本
と
り
わ
け
在
京
の
沖
縄
人
学
生
団
体
の
運
動
の
実
態
、
な
か
ん
ず
く
そ
れ
が
復
帰
運
動
に
占
め
た
位
置
の
検
証
を
目
的
と
す
る
。
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本
稿
が
依
拠
す
る
史
料
は
、
沖
縄
県
立
図
書
館
郷
土
資
料
室
が
所
蔵
す
る
比
嘉
春
潮
文
庫
に
収
め
ら
れ
た
一
連
の
新
聞
史
料
で
あ
る
。
最
初
期
の
沖
縄
人
連
盟
の
中
枢
に
比
嘉
が
い
た
た
め
、
同
文
庫
に
は
敗
戦
後
の
在
日
本
沖
縄
人
の
動
向がうかがえる多数の史料が残されている。だが、文庫全体の点数が膨大であるためか、総合的な活
用は進んでいない。ここで検討する史料も、「沖縄新報（ほか）」と一括されているだけで閲覧者の眼
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
学
生
団
体
に
関
す
る
基
礎
的
な
事
実
を
集
成
し
て
、
当
時
の
在
日
本
沖
縄
人
社
会
の
動
向
に
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
管
見
の
限
り
、
当
該
期
の
学
生
団
体
の
動
向
を
知
る
上
で
質
量
と
も
も
っ
と
も
豊
か
な
一
件
史
料
に
つ
い
て
、
そ
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
か
ら
本
論
を
始
め
た
い
（
第
一
章
）
。
そ
の
上
で
、
本
稿
の
主
要
部
で
は
、
講
和
会
議
前
後
の
在
京
沖
縄
人
の
動
向
を
日
本
占
領
期
以
来
の
政
治
的
対
立
と
の
か
か
わ
り
で
検
討
し
（
第
二
章
）
、
分
裂
を
来
し
た
在
京
沖
縄
人
の
な
か
で
沖
縄
人
学
生
の
組
織
化
と
復
帰
運
動
と
が
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
た
の
か
を
跡
づ
け
る
（
第
三
～
五
章
）
。
そ
し
て
最
後
の
章
（
第
六
章
）
で
は
、
こ
う
し
て
再
構
成
し
た
活
動
の
実
態
に
つ
い
て
、
〈
越
境
者
〉
と
い
う
観
点
か
ら
あ
ら
た
め
て
評
価
を
試
み
る
。
な
お
本
稿
で
は
、
右
の
一
件
史
料
の
読
解
か
ら
得
ら
れ
る
基
礎
的
史
実
の
確
認
を
重
視
す
る
た
め
、
当
該
期
に
お
け
る
沖
縄
の
諸
運
動
や
共
産
党
を
始
め
（９） 
と
す
る
日
本
本
土
の
革
命
運
動
と
の
逐
次
的
な
対
照
は
行
え
な
い
。
一九五○年代前半における在京沖縄人発行新聞の様相ｌ比嘉春潮文庫所蔵史料を中心に
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①は、本稿の関心からもっとも重要な史料である。その主要な書誌情報を次頁の【表１］にまとめ
た
。
本
表
に
は
さ
ら
に
、
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
と
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
の
所
蔵
資
料
か
ら
、
同
じ
系
列
に
属
する新聞の書誌情報も加えて、計二八点とした（所蔵先の詳細は【表１】欄外の注記を参照された
い）。なお、①には、学生団体が直接発行に関与していない一一一点の新聞類（【表１］の末尾一一一点）も加
え
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
学
生
団
体
の
活
動
と
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
る
。
｛、）
にふれる機会はほとんどなかったようだ。そのため、本史料はこれ士｛で紹介された形跡がない。
こ
の
一
件
史
料
を
構
成
す
る
の
は
、
主
と
し
て
一
九
五
○
年
代
前
半
に
在
京
沖
縄
人
（
特
に
学
生
）
に
よ
っ
て
発
行
された新聞であり、それにいくつかの付属的なビラやパンフレット類が挿みこまれている。さらに新
聞
を
発
行
者
に
そ
く
し
て
分
け
る
と
、
お
お
ま
か
に
三
種
類
に
大
別
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
全
体
は
次
の
四
種
類
の
史料で構成されている。
①
学
生
団
体
機
関
紙
類
二
○
点
②
『
沖
縄
新
報
」
一
四
点
③
『
オ
キ
ナ
ワ
の
友
』
四
点
④
付
属
史
料
（
ビ
ラ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
）
一
○
点
い
ず
れ
も
、
比
嘉
が
購
読
し
て
い
た
も
の
、
も
し
く
は
彼
の
人
望
の
ゆ
え
に
寄
贈
を
受
け
て
集
ま
っ
た
も
の
と
考
え
られる。
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【表１】在京沖縄人学生団体機関紙等一覧二九五○年代前半）
三Ｉ １１１ ！ ９８ ７ 了 F１ 月二○日２ 又ｔ邪＃玉一耐
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タイトル沖学会報
号外 1１ 1０ ６ ５ ４ ３ ２ １１ ４ ３ ２ １ 号数
五二年九月二三日 五二年九月二○日【ひめゆり特集号】 五二年八月二○日 五二年六月一四日五二年七月一四日 五二年五月一五日【平和特集号】 【未確認】 【未確認】 五一年一二月一六日 五一年一一月一日 五一年一○月一日 五二年一月二○日【未確認】 五○年一二月一五日 五○年八月一五日 【未確認】 発行年月日【未確認】
２ ８ ６ ４４ ４ ２ ２ ’２ ４ ２ 面数
記載無 全琉球学生連絡協議会 全琉球学生連絡協議会 琉球学生会執行委員会琉球学生会 琉球学生会執行委員会 琉球学生会 琉球学生会小那覇全人 琉球学生会比嘉律雄 文化部銘苅雅雄【全国沖縄学生会中央機関紙】 沖縄学生会本部・国場幸太郎 沖縄学生会本部・比嘉信之 発行者寺マ）
記載無 千代田区丸の内丸ビル七七七沖縄県学徒援護会内 同右 同同右右 杉並区高円寺七’九九○当間方 同右 同右＊活版 杉並区高円寺七’九九○当眞方 ｜同右 同右 北多摩郡狛江村岩戸一三九○南灯寮 発行所所在地（すべて東京都内）
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＊
特
記
な
き
は
謄
写
版
印
刷
＊所蔵先》①琉球大学附属図書館沖縄関係資料室（「琉球学生新聞」と題されて綴られている［複写版］）『沖学会報」３～４／
「沖縄学生新聞』１／『琉球学生会会報」２～４，７～８／「琉球学生新聞」Ⅱ②沖縄県立図書館郷土資料室比嘉春潮文庫『琉
球学生会会報』７～８／「琉球学生新聞』９～肥／「沖縄学生新聞」Ⅳ～卯／「沖縄学生速報』１～２／「琉球解放戦線」／「沖
縄
青
年
新
聞
」
４
／
「
日
本
復
帰
国
民
大
会
ニ
ュ
ー
ス
」
③
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
中
野
好
夫
資
料
「
沖
縄
学
生
新
聞
」
復
刊
１
～
２
Lll u■ 
443越境者たちの復帰運動
沖縄学生新聞沖縄青年新聞琉球解放戦線日本復帰国民大〈吾一ユース 沖縄学生速報 沖縄学生新聞
復
刊４ 
２ 号数無号数無 復刊１ ２ 1 2０ 1９ 1８ 1７ 1６ 1５ 1４ 1３ 1２ 
五四年一二月二六日五三年五月一九日［五二年九月力］五三年三月一八日 ［五四年一二月上旬］ 五三年一二月一日 五三年九月一五日 五三年一二月一日 五三年二月六日 五三年一○月一○日 五三年九月一○日 五三年六月二一日 五三年五月三日【新入生歓迎特集ロ二 五三年二月二八日 五三年一月二五日 五二年一二月一日
２２ ２’２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ４ 
沖縄学生新聞会沖縄青年会［発行代表者》蔵正弘］記載無沖縄諸島祖国復帰国民大会［会長》神山政良］ 沖縄学生新聞会 沖縄県学生会執行委員会 沖縄県学生会執行委員会 沖縄県学生会新聞部 沖縄県学生会 沖縄県学生会新聞部 沖縄県学生会 沖縄県学生会 全琉球学生連絡協議会 全琉球学生連絡協議会 琉球学生連絡協議会 全琉学生連絡協議会
同右中央区銀座東八’一九沖縄青年会記載無千代田区丸の内丸ビル七階七七七＊活版 渋谷区代々木上原二一七 同右 北多摩郡狛江町岩戸一三九○南灯寮 同右 同右 同右 同右 杉並区高円寺七’九九○当間方 北多摩郡狛江村岩戸一三九○南灯寮 同右 同右 千代田区丸の内丸ビル七七七沖縄県学徒援護会内＊活版
Hosei University Repository
①
の
主
要
部
は
、
い
ず
れ
も
五
○
年
代
前
半
に
在
京
沖
縄
人
学
生
団
体
が
発
行
し
た
新
聞
（
機
関
紙
）
で
、
お
お
よ
そ一一つの系統に分けられる（各学生団体の性格は三章に後述）。【表１】の右から順に確認しよう。
ひ
と
つ
は
、
沖
縄
学
生
会
の
機
関
紙
『
沖
学
会
報
」
「
沖
縄
学
生
新
聞
』
の
二
紙
で
あ
る
。
こ
れ
以
前
に
、
同
会
の
前
身
で
あ
る
沖
縄
学
生
同
盟
に
よ
っ
て
一
九
四
九
年
六
月
か
ら
『
学
同
通
報
』
が
発
行
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
原
物
は
未
確
認
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
五
○
年
八
月
一
五
日
発
行
の
「
沖
学
会
報
」
第
三
号
が
も
っ
と
も
早
い
号
と
な
｛Ⅲ） 
る
。
『
沖
学
会
報
」
が
い
つ
ま
で
発
行
さ
れ
た
か
は
不
明
だ
が
、
五
一
一
年
一
月
に
は
後
継
紙
と
見
ら
れ
る
『
沖
縄
学
生
新
聞
」
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
在
京
沖
縄
人
学
生
の
拠
点
で
あ
っ
た
南
燈
寮
で
発
行
さ
れ
て
お
り
、
逆
コ
ー
ス
初
期
に
お
け
る
沖
縄
人
学
生
団
体
を
知
る
上
で
貴
重
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
が
、
琉
球
契
約
学
生
会
の
機
関
紙
『
琉
球
学
生
会
会
報
』
か
ら
出
発
し
て
、
タ
イ
ト
ル
を
変
更
し
な
が
ら
も
通
し
番
号
で
出
さ
れ
た
『
琉
球
学
生
新
聞
』
『
沖
縄
学
生
新
聞
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
速
報
性
を
補
う
た
め
に
出
さ
れた『沖縄学生速報』を加えて計一三点が確認できる。初期の一一一号分に欠落があるものの、先の『沖
学会報』『沖縄学生新聞』と合わせれば、五○年代前半の在京沖縄人学生団体の活動を概観できる。
な
お
、
タ
イ
ト
ル
の
変
遷
は
発
行
者
の
変
更
と
連
動
し
て
お
り
、
そ
れ
自
体
が
当
該
期
の
学
生
団
体
の
推
移
を
映
し
出
す
た
め
、
第
三
章
で
ふ
れ
る
。
①のうち、『沖縄学生新聞（沖縄学生会発行版こ「琉球学生会会報』『琉球学生新聞」「沖縄学生新
聞（沖縄県学生会発行版）」『日本復帰国民大会ニュース』は、森宣雄によって一部が紹介されている
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（皿）
ｊｂのの、まとまった検討は本稿が初めてだと思われる。
次に、②の「沖縄新報』は、先行研究による引用・検討が皆無と見られる史料である。【表２］に
ま
と
め
た
よ
う
に
、
’
六
号
ま
で
の
発
行
が
確
認
で
き
る
（
た
だ
し
創
刊
号
と
第
一
二
号
は
所
蔵
な
し
）
。
同
紙
は
全
国
紙
を
う
た
い
、
紙
面
か
ら
は
特
定
の
団
体
と
の
直
接
的
関
係
も
見
ら
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
紙
面
内
容
や
編
集
態
勢
な
ど
か
ら
、
同
紙
は
初
期
の
『
自
由
沖
縄
』
を
主
導
し
た
進
歩
的
・
革
新
的
な
論
調
を
引
き
継
ぐ
新
聞
で
あ
る
こ
と
が
（螂一
わかｚ》（次章参照）。
④の付属史料については、【表３】に書誌情報をまとめた。これには、【表１］に加えた琉球大学附
属
図
書
館
所
蔵
史
料
（
複
製
）
に
合
わ
せ
て
綴
ら
れ
て
い
た
、
二
点
の
史
料
も
加
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
発
行
者
（
団
体
）
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
後
続
の
章
で
紹
介
す
る
に
と
ど
め
る
。
最後に③の『オキナワの友』は、一九五○年から五一年にかけて、熊本市在住の沖縄出身の青年・
富
川
盛
次
が
ほ
ぼ
独
力
で
発
行
し
て
い
た
新
聞
で
あ
る
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
一
件
史
料
に
は
四
号
分
が
存
在
す
る
（Ｍ｝ 
が、在京の沖縄人の手になる①濤川》④とは別個に考察が必要なため、今回は対象から外している。
で
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
群
は
、
在
日
本
沖
縄
人
の
歴
史
的
研
究
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
。
’
九
五
○
年
代
前
半
に
在
日
本
沖
縄
人
自
身
に
よ
っ
て
編
集
・
発
行
さ
れ
た
紙
誌
類
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
そ
の
史
料
的
価
値
を
推
し
量
っ
て
み
た
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
先
行
研
究
が
主
た
る
対
象
と
し
て
き
た
四
○
年
代
後
半
の
分
析
で
は
、
沖
縄
人
連
盟
の
機
関
紙
『
自
由
沖
縄
』
と
、
福
岡
で
発
行
さ
れ
た
一
般
紙
「
沖
縄
新
民
報
』
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壜''21,2M川ⅡⅢＭ… 【表２】『沖縄新報」
き
限
り
謄
写
版
印
刷
沖
縄
県
立
図
書
館
郷
土
資
料
室
比
嘉
寿
潮
文
庫
所
蔵
【
未
確
認
】
’
五
二
年
五
月
一
○
日
一 ！ iｉ 覧２２２２２２２２ lllLJ 一同右一編集責任者・新里裕成一
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１６ 1５ 1４ 1３ 1２ 1１ 1０ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ 号数１ 
五二年八月一日 五二年六月二二日五二年七月一○日 五二年五月一○日 【未確認】 五二年三月二五日 五二年一月一五日 五二年一月一日 五一年一二月二四日 五一年一一月二五日 五一年一一月一五日 五一年一○月二五日 五一年一○月一五日 五一年一○月五日 五一年八月一○日 発行年月日【未確認］
    ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ '１ 面数
同右 同右 発行代表者・永丘智太郎 発行人・永丘智太郎 同右 沖縄新報社 記載無 同右 編集責任者・新里裕成 同右 同右 同右 同右 発行者（マ二沖縄新報社
同右＊活版 同右＊活版 同右 世田谷区新町二’二○三’三沖縄新報社 同右 同右 同右 同右 同右 同右 同右 北多摩郡狛江村岩戸一九三○ 同右 北多摩郡狛江村岩戸一三九○ 発行所所在地（ママ）１１‐Ｉ１１１１１１Ｉ 
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＊
所
蔵
先
》
１
～
８
、
ｕ
～
皿
沖
縄
県
立
図
書
館
郷
土
資
料
室
比
嘉
春
潮
文
庫
９
～
Ⅲ
 
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
沖
縄
関
係
資
料
室
（
た
だ
し
複
写
製
本
）
＊
両
所
蔵
先
の
新
聞
の
間
に
散
在
し
て
挟
み
込
ま
れ
て
い
た
も
の
を
、
発
行
順
（
推
定
を
含
む
）
に
整
理
し
て
記
載
し
た
。
【表３】在京沖縄人関係新聞（表１．２）付属史料一覧
！ 『］八・・枚文Ⅱ１－－ ｉ ■ 一枚〈両面）’ Lｋ 蔦
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1２ １１ 1０ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ '／ 
ビラ「ハガキ陳情文の例」＊吉田茂首相訪米に際し、沖縄返還方を米国政府に要請するよう求める文案集 ビラ「日本復帰運動の発展について」 「沖縄県学生会規約草案」「宣言書」「スローガン」 ビラ表「郷士出身の代議士を国会におくりませう！」／裏「沖縄・奄美大島・小笠原日本復帰統一選挙綱領」 「趣意書・行動綱領・役員・規約・入会案内書・維持会員申込書」 ビラ「民族独立と平和万才！三・一革命釧周年にあたって」 ビラ「皆の大会にするために議事の進め方について」 宣言（案〉決議（案Ｙ講和条約第三条とは？ パンフレット「琉球政府の予備隊採用請願に対し我々はかく抗議しかく訴える」 ビラ「親愛なる兄弟諸君へ」 ［沖縄協会発足にあたり入会の御願い］ 資料名ビラ「朝鮮戦争の即時停止アジア不戦をともにたたかおう！朝鮮戦争即時解決のために世界各国の労働組合に訴えるｌ」
記載無 沖縄青年会・沖縄県学生会 沖縄県学生会 日本共産党沖縄奄美大島グループ 奄美大島日本復帰東京都促進会 三・一革命別周年記念中央大会実行委員会 沖縄学生会 沖縄諸島祖国復帰国民大会 琉球契約学生会委員会・沖縄学生会委員会・奄美大島学生会委員会 琉球契約学生会執行委員会・沖縄学生［会］執行委員会・奄美大島学生会執行委員会 沖縄協会会長・神山政良 作成者日本労働組合総評議会議長・藤田進
記載無［五四年一○月力］ 五三年八月□日 五三年六月二一日 記載無［五三年三月力］ 五三年三月二八日 五三年三月一日 ［同右力］ 五三年二月二八日 五二年七月四日 五二年七月一日 ［五二年］六月□日 発行等年月日五二年二月一一日
一枚〈両面） ｜枚（片面） 一枚（両面） 一枚（両面） 一枚（両面） 一枚（片面） 一枚（両面） 一枚（両面） 四頁 ｜枚（片面） ｜枚（片面） 数量等一枚（片面）
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〈旧一
（以下、『新民報』と略）が用いられている。しかし、四五年一一一月一ハ日創刊の「自由沖縄」は四九年
一月一一一○日発行の第一一一一一一号までとなっており、以降は『新民報』しか参照できない。四○年代末から
五
○
年
代
前
半
を
ま
た
い
で
発
行
が
確
認
で
き
る
の
は
、
四
六
年
一
月
二
五
日
創
刊
の
『
新
民
報
』
だ
け
で
あ
り
、
同
紙は五一一一年一一一月五日発行の第一一三六号まで発行が確認できる。また大阪で五一年七月一一日に創刊
（肥）
された一般紙『球陽新報』が、五一ハ年五月一日発行の第一四一一号まで確認できる。
したがって、「新民報」『球陽新報」の両紙を併せれば、’九四六年から一○年間の在日本沖縄人の
動
向
を
視
野
に
収
め
ら
れ
る
は
ず
だ
が
、
実
際
に
は
次
の
よ
う
な
制
約
が
あ
る
。
第
一
に
、
両
紙
に
あ
っ
て
は
、
五
○
年
代
の
在
日
本
沖
縄
人
関
連
の
記
事
は
、
ベ
夕
記
事
扱
い
で
周
辺
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
も
第
二
に
、
両
紙
は
福
岡
、
大
阪
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
た
め
、
在
京
沖
縄
人
の
動
向
に
つ
い
て
は
割
か
れ
る
紙
面
が
相
対
的
に
少
な
く、東京の復帰運動に関する記事も細かい経緯がわかりにくい。そして第一一一に、両紙特に『新民報」
は、在京の保守的な沖縄人政治家・実業家とつながりが深いため、発行当初から沖縄人連盟の活動家
たちを敵視し、連盟とそれに連なる活動には概して冷淡であった。『球陽新報』も、『新民報』ほど露
骨ではないが、政治的志向については『新民報」に近いと言える。
他方、在京沖縄人に眼を転じると、『自由沖縄」が休刊して以降、一九五○年代前半に東京で発行
さ
れ
た
新
聞
は
い
ま
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
（
五
四
年
以
降
、
沖
縄
現
地
の
土
地
闘
争
や
復
帰
運
動
に
呼
応
す
る
新聞が複数発行され始めるが、極めて断片的にしか確認できない）。雑誌まで広げても、『おきなわ」
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前
章
の
史
料
の
位
置
づ
け
を
ふ
ま
え
て
、
本
章
で
は
、
学
生
団
体
が
活
動
す
る
際
の
条
件
と
な
る
一
九
五
○
年
代
前
半の在京沖縄人の組織動向と、彼らがとりくんだ復帰運動について、主に『沖縄新報』の記事を通じ
て検討していく。
ま
ず
全
国
組
織
の
動
向
を
一
瞥
す
れ
ば
、
沖
縄
人
連
盟
が
一
九
四
九
年
一
○
月
に
沖
縄
連
盟
と
改
称
さ
れ
、
さ
ら
に
五一年六月の連盟全国大会で連盟解消と沖縄協会の発足を決議し、翌五二年八月に協会が創立総会を
迎
え
る
。
た
だ
し
、
五
一
年
六
月
の
大
会
決
定
に
も
と
づ
き
、
大
阪
や
兵
庫
で
は
同
じ
月
の
う
ち
に
連
盟
支
部
が
協
会
支
部
へ
と
名
称
・
組
織
の
変
更
を
遂
げ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
沖
縄
協
会
の
創
立
総
会
は
翌
年
の
八
月
三
日
と
ず
れ
こ
（旧）
ん
だ
。
そ
の
問
、
一
年
余
も
経
過
し
た
の
は
、
東
京
で
は
沖
縄
連
盟
が
な
お
存
続
し
、
協
会
の
支
部
に
な
る
一
」
と
を
拒
否
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
五
一
年
九
月
九
日
、
連
盟
東
京
本
部
定
期
大
会
は
、
「
総
本
部
が
解
散
し
て
も
東
京
本
が五○年四月から五五年九月刊行の第四六号まで確認されるだけである。しかも同誌は随筆を主とし
（Ⅳ〉
た文化誌であり、在京沖縄人の復帰運動の活動実態を追うには限界がある。
以上の検討から、今回の史料群は一九五○年代前半における在京沖縄人の動向をうかがい知るもっ
と
も
重
要
な
史
料
と
い
え
よ
う
。
三
講
和
前
後
の
在
日
本
沖
縄
人
社
会
の
窮
状
と
復
帰
運
動
Ｉ
『
沖
縄
新
報
』
の
紙
面
か
ら
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第
二
に
、
東
京
本
部
が
連
盟
の
旗
を
掲
げ
続
け
る
と
決
議
し
た
時
期
が
重
要
で
あ
る
。
講
和
会
議
開
催
直
前
の
こ
の
決
定
に
は
、
協
会
や
復
帰
期
成
会
に
よ
る
復
帰
運
動
の
進
め
方
へ
の
不
満
が
表
現
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
在
日
本
沖
縄
人
の
復
帰
運
動
と
い
え
ば
、
沖
縄
人
連
盟
が
民
族
解
放
論
を
と
っ
て
い
た
時
期
か
ら
の
「
復
帰
男
」
仲
吉
良
光
と
在
一刻）
京の沖縄人エリート（政治家・官僚・財界人など）による沖縄諸島日本復帰期成〈室が主であった。し
か
し
期
成
会
の
活
動
は
、
国
会
や
日
米
当
局
へ
の
陳
情
に
と
ど
ま
り
、
大
衆
化
す
る
意
志
を
欠
い
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
講
和
会
議
開
催
が
近
づ
き
、
沖
縄
が
信
託
統
治
化
さ
れ
る
と
の
危
機
感
が
募
っ
た
在
日
本
沖
縄
人
の
な
か
で
も
、
期
成
会
に
近
い
協
会
指
導
層
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一ｍ）
続けていた。
第
一
に
、
’
九
四
八
年
に
沖
縄
人
連
盟
総
本
部
に
生
じ
た
物
資
横
流
し
事
件
の
事
後
処
理
を
め
ぐ
る
関
東
側
と
関
西
側
の
確
執
が
あ
っ
た
。
関
西
側
が
主
導
し
た
人
事
に
よ
っ
て
事
件
の
責
任
追
及
が
暖
昧
に
な
っ
た
た
め
、
厳
し
い
追
及
を
求
め
て
い
た
関
東
側
で
は
、
四
八
年
以
降
の
総
本
部
を
「
非
民
主
的
」
ボ
ス
支
配
と
す
る
批
判
が
ず
っ
と
く
す
ぶ
り
在していた。
第一に、
部
は
存
続
し
、
組
織
を
強
化
し
て
沖
縄
人
の
生
活
掩
護
の
た
め
に
全
勢
力
を
払
」
い
、
日
本
復
帰
や
交
通
・
通
信
・
送
一旧）
金
な
ど
の
自
由
を
求
め
る
た
め
の
活
動
を
継
続
す
る
と
決
定
し
て
い
る
。
東
京
本
部
の
独
自
行
動
は
、
当
時
、
大
阪
の
沖
縄
人
指
導
者
層
が
主
導
し
た
く
連
盟
か
ら
協
会
へ
〉
と
い
う
再
編
方
針
に
対
す
る
明
確
な
拒
否
を
表
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
沖
縄
人
連
盟
の
時
期
か
ら
続
く
次
の
三
つ
の
問
題
が
伏
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さ
ら
に
第
三
と
し
て
、
協
会
が
明
確
に
打
ち
出
し
た
「
赤
」
へ
の
敵
対
的
態
度
に
反
発
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
沖
縄
協
会
は
そ
の
発
足
に
あ
た
り
、
入
会
に
は
理
事
会
の
資
格
審
査
を
得
る
必
要
が
あ
る
と
定
め
た
。
そ
れ
が
社
会
主
義者など、「赤」と名指しされた人々を排除するための方策であることは、当時から明白だった。
こ
う
し
た
対
立
が
、
復
帰
運
動
の
推
進
と
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
在
日
本
沖
縄
人
の
結
集
と
い
う
緊
急
課
題
の
実
行
を
妨
げ
て
い
た
。
こ
の
問
題
が
鮮
明
に
現
れ
た
の
が
、
五
一
年
か
ら
五
二
年
に
か
け
て
、
東
京
本
部
や
在
京
学
生
・
青
年
た
ち
が
推
進
し
た
復
帰
運
動
に
対
し
て
、
郷
士
出
身
の
「
先
輩
」
た
ち
が
仕
掛
け
た
と
さ
れ
る
妨
害
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
二
つ
の
例
を
見
て
み
よ
う
。
五
一
年
夏
、
連
盟
東
京
本
部
が
中
心
に
な
っ
て
立
ち
上
げ
た
日
本
復
帰
沖
縄
大
島
小
笠
原
統
一
準
備
会
で
は
、
八
月
初
め
に
渋
谷
・
新
宿
な
ど
の
駅
頭
で
署
名
運
動
を
展
開
し
、
同
月
二
八
日
に
は
祖
国
復
帰
統
一
国
民
大
会
を
新
橋
駅
前
一理）
で開催する運びになっていた。ところが、突如前日になって公安委員〈玄から開催不許可とされ、当日
も
開
催
を
強
行
し
よ
う
と
し
て
武
装
警
官
に
解
散
さ
せ
ら
れ
た
末
に
、
学
生
ほ
か
三
名
が
逮
捕
さ
れ
た
（
抗
議
に
よ
り
｛幻）
即日釈放）。しかも「妨害者は官憲だけでなく［中略］仲士ロ｜派（とくに吉田嗣延）」であり、「彼ら
｛『■→、）
は前々から『赤の手先呼ばはり』して悪｛曰｜伝をし、大島側との携ケイを邪魔し」ているとの報道は、
（型）
沖縄人社〈君に衝撃を与えた。翌月初旬、東京本部が連盟の存続と復帰運動の継続を決議したのは、こ
う
し
た
事
態
へ
の
抵
抗
で
も
あ
ろ
う
。
東
京
本
部
は
こ
れ
に
ひ
る
ま
ず
、
復
帰
運
動
の
た
め
に
「
形
を
変
え
て
そ
の
端
緒
を
掴
む
べ
く
」
、
沖
縄
戦
の
戦
没
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者に対する初めての大規模な慰霊祭を計画し、五一一年六月一一二日に一一千人余の参会者を得て挙行され
〈『、『ｑ》
た。ところが準備の段階で、「一部の郷土出身先輩の卑劣な妨害に遇い」、当初構想された在京沖縄人
団
体
の
合
同
主
催
が
崩
れ
、
沖
縄
財
団
や
沖
縄
県
学
徒
援
護
会
が
主
催
団
体
を
降
り
、
個
人
で
も
委
員
辞
退
が
続
い
－鱈）
た
。
こ
こ
で
も
「
沖
縄
出
身
の
半
官
人
Ｙ
氏
が
、
新
橋
駅
前
の
統
一
国
民
大
会
の
と
き
同
様
妨
害
し
「
（
慰
霊
祭
の
）
執行中に火炎瓶が投げ込まれるそうだ』などと意識的にデマを飛ばしていた」。このように、「復帰運
一恥）
動
統
一
の
試
運
転
は
始
っ
た
が
、
結
果
は
部
分
的
融
和
を
得
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
」
。
こ
の
間
、
「
沖
縄
新
報
』
は
一
貫
し
て
東
京
本
部
の
側
に
立
っ
て
報
道
し
て
い
る
。
こ
の
新
聞
の
発
行
主
体
を
確
定
できる史料は乏しい。だが、前掲【表２】の発行者・発行所所在地の欄によれば、実際の編集は南燈
〈幻）
寮かその周辺で学生・青年たちが担っていた可能性が高い。また一一二号以降の発行責任者が、初期の
沖
縄
人
連
盟
を
主
導
し
た
氷
丘
智
太
郎
で
あ
る
た
め
、
同
紙
は
日
本
占
領
期
の
沖
縄
人
連
盟
や
沖
縄
青
年
同
盟
の
見
解
｛躯）
を
こ
の
時
期
に
継
承
す
る
媒
体
だ
と
推
定
さ
れ
る
。
だ
が
東
京
本
部
は
、
五
二
年
前
半
に
苦
境
に
陥
る
。
沖
縄
協
会
総
本
部
か
ら
間
借
り
し
て
い
た
事
務
所
の
立
ち
退
き
を通告され、明け渡しを余儀なくされたからである。その責任をとり、当時の執行部が辞表を提出す
るまでになっている。その結果、組織の弱体化は避けられず、同本部では協会との合同が協議された
一鋼）
が、先に見た協会の入会審査の撤廃を統〈ロの条件としたため結論は出なかった。しかも事務所立ち退
き
の
一
件
も
吉
田
嗣
延
が
仕
組
ん
だ
と
の
観
測
が
あ
っ
た
た
め
、
協
会
へ
の
不
信
が
い
っ
そ
う
募
り
、
合
同
は
容
易
に
452 
Hosei University Repository
（釦〉
進
ま
な
か
っ
た
。
依
然
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
連
盟
東
京
本
部
は
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
求
心
力
を
低
下
さ
せ
、
事
実
上
休
止
し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
「
共
に
郷
土
復
興
日
本
復
帰
を
希
う
学
生
又
は
学
生
会
に
何
の
通
知
（訓｝
もなく」発足した沖縄協会が、復帰の旗をふってｊｂ正当性はなかった。結果、在京の沖縄人を包括す
る団体は、東京沖縄県人会が結成された五六年九月まで、実質不在だった。『沖縄新報』も五一一年夏
を
最
後
に
発
行
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
休
刊
に
追
い
込
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
もちろん、沖縄人を糾合する組織の必要が薄れたわけではなかった。それどころか、『沖縄新報』
の
紙
面
か
ら
は
、
講
和
条
約
締
結
後
一
年
余
り
の
あ
い
だ
に
在
日
本
沖
縄
人
社
会
が
お
か
れ
た
窮
状
が
よ
く
表
れ
て
お
り
、
沖
縄
人
自
ら
権
利
を
守
る
運
動
は
、
む
し
ろ
い
ま
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
た
。
特
に
懸
念
さ
れ
た
の
は
、
講
和
条
約
第
三
条
に
し
た
が
っ
て
沖
縄
が
信
託
統
治
化
さ
れ
た
際
の
「
国
籍
」
の
所
在
で
あった。「終戦後から『沖縄人おことわり』の傾向があったが最近［講和条約調印後ｌ引用者］は特
に
ひ
ど
く
な
っ
た
」
の
は
、
戦
前
来
の
文
化
的
差
異
を
利
用
し
た
差
別
の
継
続
で
は
な
く
、
信
託
統
治
に
な
れ
ば
沖
縄
人
の
日
本
国
籍
が
失
わ
れ
る
と
の
憶
測
が
「
外
国
人
扱
い
」
を
助
長
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
「
沖
縄
は
近
い
う
ち
に
外
国になるので、外国人を一雇っては面倒なことが多いので……」とする就職差別や、国籍喪失を防ごう
と
日
本
本
土
へ
の
転
籍
を
望
む
訴
え
を
役
所
が
受
け
つ
け
な
い
な
ど
、
具
体
的
な
生
活
の
場
で
差
別
が
頻
発
し
た
。
そ
の
先
で
、
「
こ
の
具
合
で
は
将
来
選
挙
権
も
と
り
あ
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
一
部
に
は
不
安
が
起
っ
て
い
る
」
の
〈蛇｝
も当然のなりゆきであった。この時期、『新民報』「球陽新報」の記事よりも被害の具体例を挙げて、
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よ
り
は
っ
き
り
と
差
別
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
が
同
紙
の
特
徴
で
あ
る
。
「沖縄新報』の紙面に残る当時の在日本沖縄人社会の危機感は、決して杷憂とは言えない。同紙は、
講
和
条
約
が
国
籍
の
所
在
に
つ
い
て
一
言
も
ふ
れ
ず
、
「
信
託
下
の
住
民
に
国
籍
が
あ
る
と
は
国
連
憲
章
で
も
認
め
て
〈鋼｝
い
な
い
」
と
い
う
法
の
不
備
を
冷
静
に
衝
い
て
い
た
。
ま
た
米
軍
当
局
者
も
、
沖
縄
人
の
将
来
の
国
籍
に
つ
い
て
は
暖
（鈍｝
味
な
答
弁
に
終
始
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
奄
美
大
島
か
ら
日
本
へ
移
住
を
希
望
し
て
密
航
を
は
か
る
家
族
が
後
を
絶
た
な
か
っ
た
が
、
「
日
本
政
府
は
こ
れ
ら
の
大
島
同
朋
を
外
国
人
同
様
に
取
り
あ
つ
か
い
密
入
国
者
と
し
て
大
島
へ
強
制
送
還
し
て
い
る
」
。
同
紙
は
こ
の
報
道
の
末
尾
に
、
「
沖
縄
人
や
大
鳥
人
は
日
本
人
で
は
な
い
と
い
う
の
か
？
」
と
、
叩
く
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
書
き
つ
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
言
葉
の
直
後
に
配
さ
れ
た
記
事
が
「
朝
鮮
人
も
強
制
送
還
」
と
題
す
る
よ
う
に
、
在
日
本
沖
縄
人
社
会
は
、
同
時
代
の
在
日
朝
鮮
人
に
対
す
る
日
本
政
府
・
日
本
社
会
の
対
応
〈弱｝
を
明
日
は
我
が
身
か
と
注
視
し
て
い
た
。
動
き
始
め
た
日
韓
交
渉
に
お
い
て
、
日
本
政
府
は
講
和
条
約
の
発
効
に
よ
っ
て
日
本
国
籍
を
失
う
在
日
朝
鮮
人
に
対
し
て
永
住
を
認
め
な
い
方
針
で
臨
ん
で
い
る
と
の
報
道
に
も
、
同
紙
は
「
講
和
条約の発効と共に沖縄人も日本国籍を離脱し無国籍状態になるので、これらの問題は何等かの形をか
えて沖縄人の前に現われてくるものとみられている」との観測を加えている。もちろん、この問題は
郷土に住む人々だけの問題ではない。「在日沖縄人だけに日本国籍をゆるすならば、いきおい現地同
朋
に
も
日
本
国
籍
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
こ
う
な
る
と
現
地
で
の
信
託
統
治
撤
廃
熱
に
油
を
そ
そ
ぐ
こ
と
に
（調一
なる」ため、「ハッキリした処置がとられるのは必至である」と悲観的な見通しが語られている。
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「
国
籍
の
こ
と
で
大
き
な
問
題
が
お
こ
っ
て
い
る
」
な
か
で
、
同
紙
は
社
説
に
「
沖
縄
人
は
日
本
人
だ
」
と
大
害
し
、
「
連
盟
や
学
生
会
を
始
め
全
て
の
沖
縄
人
団
体
個
人
は
『
沖
縄
人
は
日
本
人
で
あ
る
』
運
動
を
即
刻
起
す
べ
き
だ
。
大
（”） 
島
の
人
も
一
緒
に
」
と
結
ん
で
い
る
。
こ
の
と
き
、
「
日
本
人
」
と
は
な
に
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
差
別
の
頻
発
を報じるこの時期の同紙では、一面最上段の題辞の両脇に、「沖縄人に日本国籍を与えよ」、「沖縄を
内
国
待
遇
に
、
交
通
、
通
信
、
通
商
、
送
金
、
進
学
の
自
由
を
」
、
「
沖
縄
の
信
託
統
治
反
対
、
日
本
復
帰
を
望
み
ま
す」、「日本の新憲法を沖縄に施行せよ」との四つの訴えが掲げられている。そこからは、〈日本人で
あ
る
こ
と
〉
が
こ
の
社
会
で
権
利
を
訴
え
る
命
綱
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
「
日
本
人
」
の
確
認
と
「
日
本
復
帰
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
沖
縄
新
報
』
が
打
ち
出
す
「
復
帰
」
の
必
要
性
は
、
仲
吉
た
ち
の
く
血
の
同
一
性
に
よ
る
復
帰
〉
に
帰
結
す
る
手
前
で
、
よ
り
生
活
の
現
実
に
密
着
し
た
と
こ
ろ
か
ら
訴
え
ら
れ
た
抵
抗
（犯｝
の
表
現
で
あ
っ
た
。
そ
の
証
拠
に
同
紙
は
、
「
日
本
人
」
と
し
て
の
権
利
を
訴
壱
え
な
が
ら
も
、
自
分
た
ち
を
「
在
日
沖
縄
人
」
と
よ
ぶ
こ
と
に
な
ん
の
祷
踏
も
見
せ
て
い
な
い
。
「
日
本
人
」
と
「
沖
縄
人
」
は
排
他
的
な
関
係
に
は
な
く
、
「
沖
縄
人
」
の
ま
ま
で
日
本
国
民
へ
と
結
合
し
、
隣
人
で
あ
る
日
本
人
と
と
も
に
人
権
と
平
和
を
獲
得
し
た
い
と
の
展
望がある。全国レベルではすでに周縁化されたはずの沖縄人連盟以来の志向が、このようなかたちで
転
轍
さ
れ
、
新
た
な
展
開
を
見
せ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
統
一
組
織
の
必
要
が
強
く
自
覚
さ
れ
た
ま
さ
に
そ
の
時
に
、
事
態
は
む
し
ろ
逆
に
結
果
し
た
。
復
帰
を
訴
え
る
集
会
は
、
こ
の
後
も
五
○
年
代
前
半
に
い
く
ど
か
開
か
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
都
度
、
各
団
体
を
調
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敗
戦
後
の
在
京
沖
縄
人
学
生
団
体
の
噴
矢
は
、
一
九
四
六
年
一
月
に
発
足
し
た
沖
縄
学
生
会
で
あ
る
。
沖
縄
人
連
盟
の
下
部
組
織
で
あ
っ
た
同
会
は
、
翌
年
一
月
に
連
盟
執
行
部
を
降
ろ
さ
れ
た
永
丘
ら
に
同
調
す
る
青
年
た
ち
が
結
成
し
た
沖
縄
青
年
同
盟
と
行
動
を
と
も
に
し
て
連
盟
組
織
か
ら
離
脱
す
る
。
そ
こ
で
沖
縄
学
生
同
盟
と
改
称
し
、
同
年
五
月
に
開
寮
し
た
南
燈
寮
で
自
治
寮
制
を
獲
得
し
、
同
寮
を
根
拠
地
と
し
て
活
動
を
展
開
し
た
が
、
四
九
年
末
に
は
す
で
に
〈籾》
沈滞し、休止状能凹にあったとされる。
翌
五
○
年
一
月
、
こ
れ
を
挽
回
す
べ
く
、
学
生
同
盟
は
沖
縄
学
生
会
へ
と
改
組
さ
れ
、
沖
縄
人
学
生
の
全
国
規
模
の（Ⅲ》
統合組織をめざした。だが同会は発足当初から混乱が続き、全国組織化は田心うように進まなかった。
二
月
に
よ
う
や
く
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
で
も
学
生
の
生
活
擁
護
に
関
す
る
議
題
が
多
く
、
ま
だ
復
帰
の
課
題
は
褐
（仙一
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
学
生
会
の
混
迷
に
は
、
逆
コ
ー
ス
下
の
厳
し
い
情
勢
が
反
映
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
加
え
、
五
○
年
か
ら
五
一
整
す
る
実
行
委
員
会
を
設
け
て
か
ろ
う
じ
て
開
催
で
き
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
在
京
沖
縄
人
の
集
団
性
が
機
能
不
全
に
陥
る
な
か
で
、
復
帰
運
動
の
推
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
学
生
団
体
だ
っ
た
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
学
生
た
ち
が
復
帰
運
動
に
と
り
く
み
始
め
る
過
程
を
、
学
生
団
体
の
組
織
動
向
の
推
移
を
通
じ
て
検
討
す
る
。
三
在
京
沖
縄
人
学
生
団
体
に
よ
る
組
織
化
の
推
移
ｌ
統
一
へ
の
道
の
り
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年
に
か
け
て
〈
沖
縄
人
学
生
〉
と
い
う
集
団
の
構
成
が
大
き
く
変
化
し
た
点
も
大
き
い
。
沖
縄
学
生
同
盟
ｌ
沖
縄
学
生
会
は
、
最
盛
期
に
は
約
四
○
○
名
の
会
員
を
擁
し
た
が
、
毎
年
卒
業
生
が
退
会
す
る
一
方
、
沖
縄
と
の
交
通
が
遮
断
さ
れ
て
い
た
た
め
に
新
規
会
員
が
少
な
か
っ
た
。
’
九
四
九
年
、
米
軍
政
下
の
沖
縄
か
ら
初
の
「
留
学
生
」
が
海
を
渡
っ
た
。
彼
ら
は
、
沖
縄
で
選
抜
さ
れ
て
米
軍
政
府
と
「
契
約
」
を
交
わ
し
、
軍
支
給
の
奨
学
金
で
指
定
さ
れ
た
大
学
に
学
ん
だ
後
、
帰
郷
後
は
沖
縄
復
興
に
役
立
つ
公
｛犯｝
職への着任が義務づけられていた。琉球契約学生とよばれた彼らは、沖縄学生〈芦にはくロ流しなかっ
た
。
そ
の
た
め
同
会
会
員
は
、
一
九
五
○
年
度
に
は
二
二
○
人
に
ま
で
減
少
し
た
。
し
か
も
五
○
年
一
○
月
に
は
、
以
前
か
ら
日
本
に
在
住
す
る
学
生
か
ら
新
た
に
六
○
余
名
が
契
約
学
生
に
採
用
さ
れ
た
た
め
、
会
員
数
は
さ
ら
に
一
五
五
｛⑬） 
人
に
減
っ
た
。
他
方
、
契
約
学
生
た
ち
は
五
○
年
六
月
に
琉
球
契
約
学
生
会
を
組
織
す
る
。
発
足
時
、
す
で
に
一
一
五
○
名
超
に
達
し
て
お
り
、
規
模
で
い
え
ば
学
生
団
体
の
中
核
は
契
約
学
生
会
に
移
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
〈
沖
縄
人
学
生
〉
と
い
っ
て
も
、
内
実
は
決
し
て
等
質
で
は
な
か
っ
た
。
契
約
学
生
が
来
る
ま
で
、
沖
縄
人
学
生
と
言
え
ば
敗
戦
以
前
か
ら
進
学
・
疎
開
・
徴
用
等
で
日
本
本
土
に
在
住
し
て
い
た
か
、
復
員
・
引
揚
で
日
本
に
帰
還
し
て
、
そ
の
ま
ま
日
本
で
大
学
生
（
旧
制
）
と
な
っ
た
比
較
的
年
長
の
人
々
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
契
約
学
生
た
ち
は
沖
縄
戦
や
学
童
疎
開
を
体
験
し
た
後
、
米
軍
に
封
鎖
さ
れ
た
沖
縄
を
脱
出
し
て
き
て
い
た
。
体
験
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
と
同
時
に
、
待
遇
に
も
大
き
な
差
が
あ
っ
た
。
契
約
学
生
た
ち
は
米
軍
か
ら
学
費
と
生
活
費
を
支
給
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
限
り
で
勉
学
と
生
活
を
自
費
で
賄
わ
ね
ば
な
ら
な
い
学
生
（
契
約
学
生
に
対
し
て
自
費
学
生
と
よ
ば
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れ
た
）
と
は
開
き
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
自
費
学
生
の
な
か
か
ら
日
本
で
契
約
学
生
に
採
用
さ
れ
た
者
も
い
た
た
め
、
沖
縄
人
学
生
の
構
成
は
さ
ら
に
複
雑
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
奄
美
出
身
学
生
は
別
に
奄
美
学
生
会
を
組
織
し
て
い
た
た
め
に
、
米
軍
政
下
の
「
琉
球
」
出
身
学
生
だ
け
で
も
、
三
つ
の
団
体
に
分
か
れ
て
い
た
。
独
自
に
会
を
組
織
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
契
約
学
生
会
自
身
が
語
っ
た
史
料
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
、
米
軍
と
の
「
契
約
」
と
引
き
替
え
に
留
学
を
許
可
さ
れ
た
学
生
た
ち
が
、
沖
縄
人
連
盟
の
系
統
を
引
く
沖
縄
学
生
会
へ
の
参
加
を
祷
踏
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
運
動
へ
の
参
加
が
知
ら
れ
て
自
分
た
ち
の
資
格
を
剥
奪
さ
れ
る
危
険
性
に怯え、自己規制せざるをえない立場にあった。この両者の距離が際立ったのが、一九五一年夏に焦
眉
の
課
題
と
な
っ
た
復
帰
運
動
へ
の
対
応
で
あ
っ
た
。
契約学生会も、「契約の本旨に従い、琉球復興の人材たるべく相互の切瑳を計る」だけでなく、「広
く
在
日
郷
士
各
種
団
体
と
の
連
継
を
密
に
し
以
て
在
日
総
力
結
集
の
契
機
た
ら
ん
こ
と
を
其
の
存
立
の
目
的
と
し
て
い
｛州）
る」と発足当初から調ってはいた。しかし、講和会議前後の両学生〈万の活動を比較すると、契約学生
の
復
帰
運
動
へ
の
参
加
は
鈍
い
。
沖
縄
学
生
会
の
会
員
た
ち
は
、
前
章
で
見
た
沖
縄
連
盟
東
京
本
部
の
復
帰
運
動
に
実
一幅｝
働
部
隊
と
し
て
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
た
。
他
方
、
契
約
学
生
会
は
五
一
年
八
月
一
六
日
、
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
復
帰
運
動
へ
の
と
り
く
み
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
が
、
慎
重
意
見
が
出
た
結
果
、
運
動
へ
の
参
加
は
各
自
に
任
せ
る
一妬）
こととなり、〈五としての明確な態度は示せなかった。
もちろん、契約学生たちが沖縄の将来に無関心だったはずはない。契約学生会の機関紙『琉球学生
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会
会
報
』
も
、
編
集
部
の
筆
に
な
る
「
主
張
」
欄
で
、
「
成
る
程
、
契
約
学
生
が
こ
の
種
の
問
題
［
郷
土
の
信
託
統
治
化
ｌ
引
用
者
注
］
を
真
剣
に
考
え
る
時
確
か
に
一
つ
の
ジ
レ
ン
マ
に
陥
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
」
と
苦
し
い
立
場
を
代
弁
し
て
い
る
．
だ
が
Ｉ
と
こ
の
主
張
は
一
歩
踏
み
越
え
よ
う
と
す
る
ｌ
沈
黙
を
守
っ
て
問
題
を
回
避
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
「
わ
れ
わ
れ
の
契
約
に
於
い
て
は
郷
土
の
復
興
に
貢
献
す
る
こ
と
に
こ
そ
神
聖
な
義
務
が
あ
る
の
で
あ
り
、
（灯）
民
族
の
目
、
王
性
が
奪
わ
れ
つ
つ
あ
る
の
を
黙
視
す
る
無
批
判
な
屈
辱
と
隷
従
に
義
務
が
あ
る
筈
は
な
い
」
。
沖
縄
の
軍
事
基
地
化
を
憂
え
る
点
で
は
、
沖
縄
学
生
会
の
学
生
た
ち
と
相
違
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
三
学
生
会
の
分
立
か
ら
生
じ
る
不
便
、
特
に
復
帰
運
動
へ
の
学
生
の
結
集
を
妨
げ
て
い
る
こ
と
が
自
覚
さ
れ
る
と
、
強
力
な
統
一
組
織
が
強
く
望
ま
れ
た
。
五
二
年
一
月
、
ま
ず
沖
縄
学
生
会
・
契
約
学
生
会
で
懇
談
会
が
持
た
れ
、
統
合
準
備
協
議
会
の
検
討
を
経
て
、
八
月
一
日
、
三
学
生
会
に
よ
る
全
琉
球
学
生
連
絡
協
議
会
が
発
足
し
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
契
約
学
生
会
の
機
関
紙
『
琉
球
学
生
会
会
報
」
は
い
ち
早
く
七
月
発
行
の
第
九
号
か
ら
『
琉
球
学
生
新
聞
』
と
一岨）
改題し、連絡協議〈五による発行とされた。
し
か
し
な
が
ら
、
契
約
学
生
が
た
だ
ち
に
復
帰
運
動
に
突
き
進
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
契
約
学
生
会
が
依
然
と
し
て
祷
謄
を
抱
え
て
い
た
こ
と
は
、
五
二
年
五
月
の
同
会
定
期
総
会
に
お
け
る
「
日
本
復
帰
・
軍
事
基
地
反
対
」
の
決
議
を
め
ぐ
る
処
置
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
こ
の
決
議
は
、
契
約
学
生
会
の
転
回
点
と
な
る
は
ず
が
、
慎
重
を
期
し
て
全
国
の
会
員
宛
に
意
見
を
募
っ
た
結
果
、
態
度
保
留
の
一
部
会
員
の
「
意
見
を
尊
重
し
」
、
先
の
大
会
決
議
は
会
の
「
基
本
的
一⑲）
態
度
」
と
す
る
に
止
め
、
正
式
な
発
表
は
見
送
ら
れ
た
。
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こ
う
し
た
足
踏
み
状
態
を
内
部
か
ら
大
き
く
変
え
て
い
っ
た
の
が
、
国
場
幸
太
郎
と
外
間
政
彰
を
両
輪
と
す
る
契
約
学生会の中核メンバーであった。’九二七年生まれの国場は、熊本の第五高等学校で敗戦を迎え、四
九
年
に
東
京
大
学
経
済
学
部
に
進
学
し
て
か
ら
は
南
燈
寮
に
身
を
寄
せ
て
い
た
。
国
場
は
当
初
か
ら
共
産
党
と
関
係
を
持っていたわけではなく、なによりも郷士の窮状を憂えて復帰運動の必要を感じ、沖縄学生会の執行
部で会の立て直しを模索した（入党は五二年）。さらに五一年に契約学生に採用され、途中から契約
一釦｝
学生会に属するようになると、すぐに同会の中心に推されるようになった。国場は契約学生〈戸から連
絡協議会に参加し、協議会の執行能力を強化するため、議長団と代議員の制度を提案し、導入に成功
した。具体的には、三学生会より一一名ずつの議長（正副）を出して六名の議長団を構成し、代議員は
〈則）
最低五名ずつ出すことになった。その陣容は次頁【表４】の通りだが（ただし奄美学生〈戸選出の分は
掲
載
が
な
く
不
明
）
、
契
約
学
生
会
の
比
重
の
大
き
さ
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
以
後
、
学
生
団
体
は
こ
の
議
長
団
を
司
令塔として取りくみを活発化させる。それにつれて、国場は会の別を越えて沖縄人学生を代表する存
在として対外的にも認知されていく。また多数の後輩学生が国場に感化を受け、共産党につらなる当
時
の
学
生
運
動
に
か
か
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
この急進化の過程は、機関紙の紙面の変化に良く表れている。とりわけ『琉球学生新聞』へ改題し
て以降はっきりと先鋭化し、学生団体の論調をリードしていく。この間、編集を中心的に
担った
の
は、連絡協議会の代議員でもある外間政彰であった。一九二四年生まれの外間は、県立二中を卒業
460 
Hosei University Repository
＊
出
典
言
琉
球
学
生
新
聞
」
第
一
一
号
「
連
絡
協
議
会
の
顔
ぶ
れ
」
後
、
県
の
下
級
職
員
と
し
て
沖
縄
戦
を
体
験
し
、
戦
後
は
『
ウ
ル
マ
新
報
』
の
記
者
を
経
て
、
五
一
年
三
月
、
第
四
期
契
約
学
生
と
し
て
留
学
を
果
た
し
た
異
色
の
経
歴
を
持
つ
。
留
学
先
に
指
定
さ
れ
た
上
智
大
学
か
ら
五
三
年
四
月
に
早
稲田大学政治経済学部の新聞学科に移る傍ら、経験をふまえて機関紙編集に情熱を注ぎ、学生新聞の
【表△全琉球学生連絡協議会議長団・代議員一覧
質
的
転
換
を
模
索
し
た
。
以
後
、
機
関
紙
に
ヨ●は似辻団》正山車屋
質
的
転
換
を
模
索
し
た
。
以
後
、
機
関
紙
に
は
郷
土
の
基
地
問
題
や
復
帰
運
動
に
関
す
る
記事が増加していく。それらは『琉球
新報」ミウルマ新報」の後継紙）の東
京
通
信
員
も
兼
ね
て
い
た
外
間
な
ら
で
は
の
（記）
も
の
だ
ろ
う
。
以
後
、
こ
の
二
人
の
働
き
が
遺
憾
な
く
発
揮された五一一年半ばから五三年いつぱ
い
に
か
け
て
、
沖
縄
人
学
生
団
体
の
活
動
は
最
盛
期
を
迎
え
る
。
高
揚
す
る
運
動
の
な
か
で、五三年六月一一一一日、’一一学生会のう
ち
沖
縄
学
生
会
と
琉
球
契
約
学
生
会
と
の
合
同
が
よ
う
や
く
成
っ
て
、
沖
縄
県
学
生
会
が
461越境者たちの復帰運動
代議員 役職議長団｜正副
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発足する。機関紙もそれに連動して、『沖縄学生新聞』と改題している。
規
約
草
案
＆
表
３
】
皿
）
に
よ
れ
ば
、
沖
縄
県
学
生
会
は
「
在
日
沖
縄
県
出
身
学
生
と
し
て
郷
土
愛
の
精
神
に
基
（『可『可）
き
沖
縄
の
祖
国
日
本
復
帰
を
促
進
し
、
へ
云
員
相
互
の
学
生
々
活
を
ヨ
ー
ゴ
し
、
併
せ
て
相
互
の
親
睦
を
図
る
事
」
を
目
的
に
掲
げ
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
次
の
八
項
目
の
事
業
を
挙
げ
た
。
す
な
わ
ち
、
。
、
琉
球
育
英
制
度
の
拡
充
と
自
主
性
の
確
立
。
一
一
、
学
生
既
設
寮
の
整
備
と
新
寮
の
獲
得
。
三
、
下
宿
及
び
ア
ル
バ
イ
ト
の
斡
旋
と
紹
介
に
努
力
す
る
。
四
、
会
員
の
生
活
実
態
を
定
期
的
に
調
査
。
五
、
郷
土
各
団
体
及
び
民
主
団
体
と
の
提
携
強
化
。
六
、
郷
土
在
住
学
生
と
の
連
携
。
七
、
機
関
紙
の
発
行
。
八
、
郷
土
文
化
の
研
究
及
び
紹
介
」
で
あ
る
。
①
復
帰
運
動
の
推
進
、
②
学
生
生
活
の
擁
護
、
③
相
互
の
親
睦
の
三
つ
が
主
要
な
活
動
と
な
る
が
、
①
が
筆
頭
に
上
が
る
点
に
統
一
の
成
果
が
示
さ
れ
て
い
よ
う
。
た
だ
し
、
②
③
に
つ
い
て
も
幅
広
い
事
業
を
手
が
け
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
会
員
か
ら
の
「
従
来
の
運
動
が
や
や
も
す
れ
ば
日
本
復
帰
一
辺
倒
に
か
た
む
き
、
肝
心
の
学
生
々
活
の
擁
護
を
忘
れ
て
い
る
」
と
の
批
判
を（Ⅸ｝ 
意
識
す
る
と
と
も
に
、
五
二
年
以
降
、
自
費
で
日
本
に
渡
っ
て
く
る
留
学
生
が
急
増
し
た
こ
と
へ
の
対
処
で
も
あ
っ
た
。
右
の
目
的
・
事
業
は
こ
れ
ま
で
の
学
生
団
体
の
意
志
の
集
約
で
あ
り
、
統
一
に
あ
た
っ
て
の
再
度
の
確
認
と
い
う
面
が
強
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
組
織
編
成
に
は
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
た
。
規
約
草
案
で
は
、
名
称
・
目
的
・
事
業
に
続
く第四条で、「本会は在日沖縄県学生をもって組織し、各会員の所属する班をもって構成単位とする」
と
、
班
を
会
の
基
本
組
織
と
す
る
編
成
を
打
ち
出
し
た
。
班
は
、
「
同
窓
会
、
在
籍
校
及
び
地
域
別
」
に
組
織
さ
れ
、
各
班
は
「
そ
の
自
主
性
が
尊
重
せ
ら
れ
、
会
の
発
展
を
妨
げ
な
い
限
り
独
自
の
自
由
な
活
動
は
制
限
さ
れ
な
ど
と
規
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（別｝
定
共
こ
れ
た
。
す
で
に
創
立
の
時
点
で
、
早
大
班
、
中
大
班
な
ど
の
大
学
班
の
ほ
か
、
那
覇
高
校
班
の
よ
う
に
高
校
同
期
会
を
も
と
に
す
る
班
を
含
め
て
計
一
三
の
班
が
結
成
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
地
方
支
部
の
組
織
化
に
も
乗
り
出
し
、
五
（妬一
一二年秋には大阪・京都を中心として関西にも学生会が結成された。
従
来
の
個
人
単
位
の
会
員
組
織
か
ら
大
き
く
転
換
し
て
班
を
基
礎
単
位
と
し
、
班
か
ら
選
出
さ
れ
た
代
議
員
に
よ
る
代
議
員
会
、
さ
ら
に
代
議
員
か
ら
選
ば
れ
た
執
行
委
員
会
と
委
員
長
に
よ
っ
て
学
生
会
の
中
核
が
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
規
約
作
成
者
た
ち
が
意
図
し
た
の
は
、
沖
縄
人
学
生
に
よ
っ
て
自
主
的
に
組
織
さ
れ
た
各
種
の
集
団
を
「
班
」
と
位
置
づ
け
る
こ
と
で
学
生
会
に
組
織
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
に
お
け
る
学
生
た
ち
の
自
主
性
と
沖
縄
人
学
生
と
し
て
の
統
一
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
で
、
学
生
会
の
求
心
力
の
維
持
と
組
織
拡
大
と
の
両
方
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
班
組
織
は
代
議
員
の
選
出
機
関
で
あ
る
と
と
も
に
、
代
議
員
を
通
じ
て
個
々
の
会
員
を
把
握
す
る
場
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
代
議
員
選
出
資
格
と
し
て
会
費
納
入
の
有
無
を
設
け
る
こ
と
で
、
班
に
会
費
納
入
の
責
任
を
負
わ
せ
、
会
財
政
の
安
定
化
を
め
ざ
し
た
。
ま
た
こ
の
こ
ろ
に
は
、
両
学
生
会
で
運
動
を
経
験
し
た
者
が
大
学
を
卒
業
し
始
め
て
お
り
、
彼
ら
と
そ
の
他
の
同
世
代
の
在
日
本
沖
縄
人
青
年
を
広
範
囲
に
組
織
化
す
る
必
要
も
生
じ
て
い
た
。
五
三
年
三
月
に
東
大
を
卒
業
し
た
国
場
（妬｝
は、この点でＪｂ中心的な役割を果たし、五一一一年六月七日、沖縄青年会の結成に漕ぎ着けている。以
後、同会は沖縄県学生会とともに五一一一年後半の在京沖縄人の復帰運動に名を連ね、常に行動や声明を
と
も
に
し
て
い
る
。
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１
映
画
「
ひ
め
ゆ
り
の
塔
」
製
作
・
上
映
・
普
及
に
対
す
る
支
援
運
動
、
、
、
、
、
復
帰
運
動
を
日
本
で
進
め
る
に
は
、
ま
ず
は
い
ま
こ
｝
」
で
、
沖
縄
の
存
在
と
現
状
を
訴
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
す
で
に
見
た
よ
う
な
独
立
後
の
日
本
社
会
に
お
け
る
沖
縄
人
へ
の
差
別
と
沖
縄
に
対
す
る
無
関
心
を
前
に
し
て
、
効
果
的
に
復
帰
を
訴
え
る
こ
と
は
難
事
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
沖
縄
の
窮
状
を
広
く
知
ら
せ
る
契
機
と
し
て
、
映
画
「
ひ
（印）
めゆりの塔」（一九五一二年一月公開、東映、監督・今井正）の製作が学生たちの関心を惹いた。南燈
寮
が
東
宝
の
砧
撮
影
所
の
近
傍
で
あ
る
た
め
、
共
産
党
の
細
胞
を
通
じ
た
東
宝
争
議
の
支
援
や
撮
影
所
で
の
ア
ル
バ
イ
（銘）
ト
な
ど
に
よ
っ
て
学
生
と
製
作
者
側
に
連
絡
が
あ
っ
た
こ
と
も
幸
い
し
た
。
製
作
開
始
を
受
け
て
、
五
二
年
五
月
一
八
日
、
契
約
学
生
会
大
会
で
製
作
者
へ
の
激
励
と
支
援
を
決
定
し
、
ざ
ら
に
で
は
学
生
団
体
の
最
盛
期
に
は
ど
の
よ
う
な
活
動
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
、
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。
幸
い
機
関
紙
は五一一年五月から五一一一年一一一月まで、試験期間や休暇時を除けばほぼ毎月刊行されている。また五三
年
後
半
に
な
る
と
、
沖
縄
県
学
生
会
執
行
委
員
会
か
ら
小
型
判
の
『
沖
縄
学
生
速
報
」
が
発
行
さ
れ
、
よ
り
速
報
性
を
高
め
た
。
こ
の
よ
う
に
、
機
関
紙
発
行
の
面
で
も
態
勢
の
充
実
が
う
か
が
わ
れ
る
。
本
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
紙
面
か
ら
主
要
な
五
つ
の
活
動
を
と
り
あ
げ
る
。
四
在
京
沖
縄
人
学
生
運
動
の
興
隆
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一印）
八月に発足した全琉球学生連絡協議会でｊｂ支援を決定した。早速、五月一九日には契約学生会・沖縄
学生会が「反戦をテーマとする」「この映画を通して、吾々沖縄人の問題を広く全国民に訴える為に、
｛印）
製作者をまじ」えて南燈寮で懇談会を持った。さらに、製作者に沖縄の知識を提供－し、集団で撮影現
場を訪問してスタッフを激励するなど積極的に協力している。また機関紙でも『琉球学生新聞』第一
一号を「ひめゆり特集号」に充て、一一面全部を割いてスタッフ・キャストの一覧、シナリオ梗概、そ
して編集部による映画シナリオに対する研究討議の結果を掲載している。
と
こ
ろ
が
こ
の
間
に
、
沖
縄
を
利
用
し
て
「
赤
い
映
画
」
を
つ
く
っ
て
い
る
と
の
理
由
で
、
学
生
た
ち
は
ま
た
も
「
先
輩
」
同
胞
か
ら
中
傷
や
妨
害
を
受
け
た
。
つ
い
に
は
九
月
二
一
日
、
同
郷
会
で
あ
る
那
覇
会
の
会
合
で
国
場
幸
太
郎
が
こ
の
映
画
に
つ
い
て
参
会
者
に
説
明
す
る
時
間
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
同
会
幹
部
に
暴
力
的
に
締
め
出
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
時
は
、
他
の
出
席
学
生
と
協
力
し
て
そ
の
場
で
ビ
ラ
を
作
成
・
配
布
し
、
会
場
の
雰
囲
気
を
変
え
さ
〈仇）
せ
て
説
明
の
時
間
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
う
○
。
映
画
が
完
成
す
る
と
、
一
般
公
開
に
先
立
っ
て
五
三
年
一
月
八
日
に
在
京
沖
縄
団
体
主
催
と
銘
打
っ
た
試
写
会
を
開
催し、一二○○名余が押しかける盛況を実現させた。学生たちのよびかけにより、試写会の主催団体
に
は
沖
縄
協
会
も
名
を
連
ね
、
こ
の
試
写
会
が
在
京
各
団
体
の
相
互
協
力
を
培
う
契
機
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
、
翌
二
一随）
ロ
ロ
、
敗
戦
以
来
初
の
在
京
沖
縄
人
団
体
の
共
同
行
動
と
し
て
「
国
民
大
会
」
を
開
く
大
き
な
バ
ネ
と
な
る
。
ま
た
映
画
封
切
後
は
、
多
く
の
団
体
や
大
学
・
労
組
の
サ
ー
ク
ル
に
お
い
て
合
評
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
こ
で
寄
せ
ら
れ
た
評
価
に
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２
警
察
予
備
隊
募
集
反
対
運
動
地上戦の惨禍を被ったばかりか、今度は沖縄がアジアの戦争への攻撃基地とさせられる事態に直面
して、沖縄人学生が反戦平和を希求する思いには切実なものがあった。ところが、一九五二年六月一一
一日、沖縄の実業家・高良一が琉球政府の委任状を携えて沖縄人青年の警察予備隊採用を日本政府と
折
衝
し
て
い
る
と
の
報
道
が
流
れ
、
学
生
の
思
い
を
逆
撫
で
し
た
。
琉球契約学生会はただちにこれに反応し、六月末の拡大委員会で琉球政府と立法院に対する抗議文
や郷土の青年たちへのアピールを急遼作成した（【表３］３．４）。これらの文書は、委員外出席者の
国場幸太郎が起草し、若干の修正を加えて決定された。抗議文は琉球政府・立法院に送られるととも
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
し
て
会
員
に
配
布
さ
れ
た
。
ア
ピ
ー
ル
は
四
千
枚
の
ビ
ラ
を
つ
く
り
、
夏
季
休
暇
で
郷
里
に
向
一倒一
か
う
帰
省
学
生
に
よ
っ
て
現
地
で
配
布
で
き
る
よ
う
に
準
備
さ
れ
た
。
当の沖縄でも、高良の行動には地元紙上で批判が寄せられ、特に沖縄青年連合会が積極的に反対の
一筋）
意田心を表明している。日本と沖縄両方での反対運動が功を奏し、最終的に沖縄からの警察予備隊の採
用は応募者に限っての対応にとどまり、当初意図された組織的な斡旋は防ぐことができた。在京学生
（田）
つ
い
て
ｊ
ｂ
機
関
紙
で
紹
介
し
て
い
る
。
映
画
「
ひ
め
ゆ
り
の
塔
」
は
当
時
大
ヒ
ッ
ト
を
記
録
し
た
が
、
そ
の
影
に
は
以
上
の
よ
う
に
沖
縄
人
学
生
団
体
に
よ
る
一
貫
し
た
支
援
が
存
在
し
た
。
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ま
ず
こ
の
活
動
は
、
帰
省
時
に
那
覇
や
沖
縄
島
中
部
の
基
地
の
街
を
中
心
に
各
地
で
懇
談
会
を
開
催
し
て
交
流
を
は
かることから始まった。今回の史料群のなかで、帰郷運動に関する初めての記事は、五一年の夏季体
（髄）
暇時の成果についての報生ロである。それによれば、帰省学生たちは琉球大学生との懇談〈玄や文教部・
「在日学生父兄会」との座談会を持ち、「在日学生」の生活の実情を伝えると同時に「帰属問題」に関
の一環とし一
備えていた。
Ｓ
帰
郷
運
動
当
時
の
沖
縄
人
学
生
の
〈
留
学
生
〉
と
し
て
の
特
質
を
も
っ
と
も
良
く
表
す
活
動
が
こ
の
帰
郷
運
動
で
あ
る
。
帰
郷
運
動
自
体
は
当
時
の
日
本
の
学
生
運
動
・
革
命
運
動
に
見
ら
れ
た
一
般
的
な
活
動
で
あ
り
、
沖
縄
人
学
生
の
行
動
も
そ
の
一
環
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
だ
が
同
時
に
、
学
生
運
動
一
般
の
行
動
に
還
元
で
き
な
い
沖
縄
人
学
生
独
自
の
特
徴
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
こ
の
行
動
は
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
対
応
だ
っ
た
が
、
結
果
と
し
て
沖
縄
の
青
年
・
学
生
と
の
連
帯
行
一価）
動
を
創
り
出
す
契
機
に
も
な
っ
た
。
ただし、この募集提案は沖縄人全体から批判を受けたわけではない。たとえば『球陽新報』は、ど
ちらかと言えば好意的にこの件を報道している。同紙は、沖縄が「祖国」と一体になることを希望し
一町）
て
い
る
折
柄
、
募
集
は
日
本
へ
の
制
度
的
〈
ロ
｜
を
進
め
る
と
し
て
、
沖
縄
で
の
募
集
に
賛
同
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
問
題
は
す
で
に
、
誰
に
と
っ
て
の
、
ど
の
よ
う
な
復
帰
こ
そ
、
沖
縄
人
に
望
ま
し
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
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し
て
も
熱
心
に
討
論
し
て
い
る
。
同
時
に
、
こ
の
帰
省
時
に
は
、
契
約
学
生
会
で
集
め
た
図
書
一
一
一
二
冊
、
雑
誌
三
百
冊
を
琉
球
大
学
や
各
地
の
図
書
館
に
寄
贈
し
て
い
る
。
学
生
た
ち
は
、
日
本
の
社
会
運
動
や
学
生
生
活
の
実
情
を
熱
く
語
っ
て
沖
縄
の
人
々
を
鼓
舞
す
る
と
同
時
に
、
日
本
で
は
な
か
な
か
伝
わ
ら
な
い
沖
縄
の
実
情
を
知
ら
せ
る
た
め
に
、
資
料
を
集
め
、
問
題
が
起
こ
っ
た
現
場
を
訪
ね
て
手
〈的｝
記
に
ま
と
め
て
い
っ
た
。
特
に
五
一
二
年
春
の
帰
郷
運
動
の
成
果
は
、
「
帰
省
学
生
の
目
に
映
じ
た
生
々
し
い
郷
士
の
実
相のルポ」として集成され、記録の組織化がなされた。機関紙には、「目ざめゆく軍労務者」「戦争近
しに戦く農民／破滅に向う中部地区」「〃暗黒の大学〃琉球大学／閉ざされた真理への道」の見出しが
｛わ）
躍
り
、
最
後
に
「
島
の
主
人
は
一
体
誰
な
ん
だ
」
と
問
い
か
け
る
一
種
の
集
団
制
作
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
う
し
た
活
動
は
、
日
本
本
土
に
お
け
る
「
県
人
」
に
も
向
け
ら
れ
、
一
九
五
二
年
一
○
月
の
総
選
挙
前
に
は
、
学
生
た
ち
が
鶴
見
・
川
崎
・
逗
子
等
の
沖
縄
人
集
住
地
を
訪
問
し
懇
談
し
て
い
る
。
政
治
的
に
は
、
選
挙
に
お
い
て
共
産
党
へ
の
支
持
を
よ
び
か
け
る
宣
伝
活
動
に
つ
な
が
る
も
の
だ
が
、
学
生
た
ち
は
当
初
「
民
衆
を
啓
蒙
し
よ
う
と
云
う
気
持
も
混
じ
っ
て
い
た
が
、
却
っ
て
こ
の
苦
し
い
生
活
を
し
て
い
る
人
々
か
ら
、
問
題
の
所
在
を
示
さ
れ
、
教
え
一ｍ）
ら
れ
た
」
と
紙
面
で
吐
露
し
て
い
る
。
４
東
京
に
お
け
る
復
帰
運
動
の
中
核
と
し
て
以
上
の
活
動
は
在
京
学
生
に
と
り
、
沖
縄
解
放
へ
の
一
手
段
で
あ
り
、
復
帰
運
動
の
一
環
で
も
あ
っ
た
。
で
は
、
日
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本
社
会
に
む
け
て
沖
縄
人
の
日
本
復
帰
の
意
思
を
明
ら
か
に
す
る
狭
義
の
復
帰
運
動
に
、
学
生
団
体
は
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
第二章でふれたように、沖縄学生会はすでに講和会議前後において、沖縄連盟東京本部が主導する
復
帰
運
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
。
ま
た
翌
年
六
月
の
慰
霊
祭
で
も
、
有
志
に
よ
る
日
本
復
帰
促
進
会
を
立
ち
上
げ
て
開
催
に
漕
ぎ
着
け
て
い
る
が
、
そ
の
中
心
に
は
学
生
・
青
年
の
活
躍
が
あ
っ
た
。
慰
霊
祭
の
終
了
後
は
、
彼
ら
の
主
導
の
も
と
に
関
東
地
区
有
志
懇
談
会
を
設
け
、
慰
霊
祭
の
定
例
化
や
復
帰
運
動
の
強
化
、
「
県
人
会
」
組
織
の
必
要
（ね）
について協議している。
こうした連携の蓄積の上に、五三年一一月二八日、沖縄協会も主催団体に名を連ねて沖縄諸島日本復
帰
国
民
大
会
が
大
々
的
に
催
さ
れ
、
在
京
沖
縄
人
団
体
の
大
同
団
結
が
実
現
し
た
。
し
か
し
、
実
現
ま
で
に
は
か
な
り
難航している。五一一年一二月、「訪日」した元沖縄群島知事の平良辰雄を囲む在京沖縄人による歓迎
会
の
席
上
で
大
会
開
催
の
気
運
が
高
ま
り
、
先
に
見
た
翌
一
月
初
め
の
「
ひ
め
ゆ
り
の
塔
」
試
写
会
の
成
功
が
さ
ら
に
開
催
を
勢
い
づ
か
せ
た
。
し
か
し
、
よ
う
や
く
準
備
が
始
ま
っ
た
の
は
、
｜
月
末
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
当
初
、
青
年・学生代表は実行委員会に召集されず、情報を聞きつけて学生たちが急邊押しかけるなど、「先輩」
と学生たちの確執はここでも続いた。しかし、開催に向けて活動を始めると、学生たちの実行力が準
備
会
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。
決
議
等
の
起
草
も
、
当
初
は
仲
吉
良
光
な
ど
少
数
の
起
草
委
員
に
任
さ
れ
（沼）
て
い
た
が
、
起
草
委
員
を
拡
充
さ
せ
、
学
生
代
表
と
し
て
国
場
幸
太
郎
ら
一
一
人
の
学
生
が
加
わ
っ
た
。
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まず、五三年半ばから各大学で開催された沖縄文化の鑑賞会や展示会などへの参加・協力が重要で
あ
る
。
沖
縄
文
化
の
鑑
賞
会
は
、
お
お
む
ね
共
通
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
催
さ
れ
、
沖
縄
出
身
の
文
化
人
な
ど
の
講
演
と
琉
球
舞
踊
の
鑑
賞
会
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
、
当
時
、
沖
縄
教
職
員
会
会
長
だ
っ
た
屋
良
朝
苗
の
挨
拶
が
必
ず
と
い
っ
て
良
い
ほ
ど
加
わ
っ
て
い
る
。
屋
良
は
五
三
年
当
時
、
渡
日
し
て
戦
災
校
舎
復
興
の
た
め
の
募
金
活
動
を
展
開
し
て
全
国
を
行
脚
し
て
い
た
。
鑑
賞
会
は
、
屋
良
へ
の
支
援
と
、
参
加
者
に
沖
縄
の
現
状
や
復
帰
運
動
へ
の
関
心
そ
の
後
、
五
三
年
夏
に
奄
美
返
還
が
決
ま
る
と
、
沖
縄
県
学
生
会
は
沖
縄
青
年
会
と
と
も
に
、
復
帰
運
動
の
た
め
の
よ
り
強
力
な
統
一
組
織
を
め
ざ
し
て
準
備
会
を
立
ち
上
げ
、
同
年
一
一
月
一
三
日
、
沖
縄
諸
島
祖
国
復
帰
促
進
関
東
地
区
協
議
会
の
結
成
を
見
る
。
よ
び
か
け
人
に
は
沖
縄
協
会
会
長
の
神
山
政
良
と
右
派
社
会
党
の
沖
縄
出
身
国
会
議
員
・
島
清
と
い
う
「
先
輩
」
が
名
を
連
ね
て
い
た
た
め
、
『
球
陽
新
報
』
な
ど
の
記
事
だ
け
を
見
る
と
わ
か
ら
な
い
が
、
学
生
団
体
の
機
関
紙
を
通
覧
す
る
と
、
こ
れ
は
学
生
会
・
青
年
会
が
先
導
し
て
創
り
出
し
た
機
関
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
（河）
る
。
だ
が
次
章
で
見
る
よ
う
に
、
五
四
年
に
入
っ
て
学
生
〈
玄
の
活
動
が
停
滞
す
る
と
、
復
帰
促
進
期
成
会
の
活
動
も
事
実
上
休
止
し
て
し
ま
い
、
五
四
年
以
降
の
具
体
的
な
活
動
は
追
え
な
く
な
る
。
て
お
き
た
い
。
５
文
化
運
動
に
よ
る
沖
縄
の
現
状
に
関
す
る
啓
発
活
動
こ
れ
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
一
貫
し
た
と
り
く
み
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
い
く
つ
か
の
特
徴
的
な
活
動
を
挙
げ
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二ｍ〉
を
高
め
て
ｊ
ｂ
ら
う
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
沖
縄
県
学
生
会
は
、
各
大
学
の
自
治
会
や
研
究
会
が
主
催
す
る
こ
れ
ら
の会に後援のかたちをとって協力している。
班組織が各大学に結成されるようになった五三年秋には、複数の大学の学園祭で、沖縄人学生によ
る
沖
縄
文
化
の
展
示
会
や
現
地
の
土
地
取
り
上
げ
の
実
態
を
紹
介
す
る
写
真
展
示
が
催
さ
れ
、
沖
縄
の
現
状
を
広
く
知
（妬｝
ら
せ
る
努
力
を
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
活
動
は
、
そ
の
後
ｊ
ｂ
大
学
ご
と
に
沖
縄
人
学
生
や
沖
縄
に
関
心
を
．
も
つ
研
究
会
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
て
い
く
。
大
学
班
に
も
と
づ
く
以
上
の
活
動
の
ほ
か
に
、
五
二
年
後
半
に
は
、
当
時
の
国
民
的
文
化
運
動
の
流
れ
を
汲
む
活
動
が
と
り
く
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
に
値
す
る
。
た
と
え
ば
、
国
民
的
文
化
運
動
で
は
民
謡
や
昔
話
を
現
代
の
解
放
闘
争
や
啓
蒙
の
た
め
に
翻
案
し
た
劇
が
盛
ん
に
つ
く
ら
れ
た
が
、
奄
美
の
民
謡
カ
ン
テ
メ
節
を
素
材
に
し
て
「
カ
ン
テ
メ
が
愛
人
イ
ワ
カ
ナ
ら
の
革
命
的
解
放
斗
争
に
命
を
さ
さ
げ
る
」
戯
曲
「
美
女
カ
ン
テ
メ
」
が
創
作
さ
れ
、
前
進
座
で
上
（万一
演された際にｊｂ普及面で支援している。
ま
た
五
二
年
二
月
に
は
、
「
沖
縄
の
現
状
を
き
く
会
」
が
東
大
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
は
連
絡
協
議
会
で
準
備
し
た
上
で
東
大
経
友
会
主
催
の
か
た
ち
を
と
っ
て
お
り
、
経
済
学
部
の
学
生
で
あ
っ
た
国
場
幸
太
郎
を
中
心
に
企
画
さ
れ
た
よ
う
だ
。
機
関
紙
に
掲
載
さ
れ
た
当
日
の
記
録
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
こ
の
会
は
国
場
た
ち
に
よ
る
沖
縄
の
現
状
報
告
以
上
に
、
挨
拶
に
立
っ
た
歴
史
家
の
石
母
田
正
の
発
言
や
、
報
告
を
一
党
け
て
登
壇
し
た
歴
史
家
・
藤
間
生
大
の
講
演
「
民
族
の
問
題
に
つ
い
て
」
に
関
心
が
集
ま
っ
て
お
り
、
国
民
的
文
化
運
動
が
沖
縄
人
学
生
に
与
え
た
影
響
力
の
大
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そ
の
ほ
か
、
ウ
ィ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
た
世
界
諸
国
民
平
和
大
会
に
講
和
条
約
第
三
条
撤
廃
と
日
本
復
帰
を
訴
え
る
メッセージを送付する（五二年一一一月）、日本平和会議に学生代表が出席する（五一一一年一一一月）、「琉球
学生新聞」が全日本学生新聞連盟に加盟する（五三年四月）など、多方面に活動を展開している。ま
た
「
パ
ス
ポ
ー
ト
」
制
度
の
廃
止
や
送
金
制
限
の
撤
廃
を
求
め
て
国
会
に
陳
情
（
五
三
年
八
月
）
し
て
い
る
が
、
前
者
（ね）
の要求は特に先駆的と一一一一口えよう。
なお、学生団体のもう一方の主要な目的である学生生活の擁護については、沖縄県学徒援護会や琉
球政府文教局に対して絶えず待遇の改善を訴え、また学生寮の新設や腐朽した南燈寮の改修を求める
陳
情
や
折
衝
も
く
り
返
し
な
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
で
省
略
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
当
時
の
学
生
の
生
活
実
態
を
知
る
上
で
見
逃
が
せ
な
い
側
面
で
あ
る
。
統一を実現し、広範囲に運動を展開していた沖縄人学生団体も、しかし一九五三年後半からは苦境
に立たされた。帰郷運動を始めとする学生たちの影響力を恐れた米軍が直裁的な弾圧に乗り出し、学
（氾一
きぺ□がわかる。
五
弾
圧
下
に
お
け
る
学
生
団
体
の
抵
抗
と
屈
曲
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生
た
ち
の
活
動
の
条
件
を
掘
り
崩
し
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
弾
圧
と
そ
れ
へ
の
抵
抗
を
軸
に
、
五
三
年
後
半
以
降
の
沖縄県学生会の動向を確認する。
留学生を対象にした弾圧は、五一一一年以前に遡る。たとえば五二年一一月、米民政府から「赤い学生
に
は
援
助
資
金
を
絶
て
」
と
琉
球
政
府
に
対
し
指
示
が
出
さ
れ
た
が
、
契
約
学
生
会
で
は
翌
月
の
総
会
で
行
政
主
席
・
一切）
立
法
院
議
長
に
宛
て
た
反
駁
文
を
満
場
一
致
で
議
決
し
、
両
者
に
送
付
し
て
い
る
。
こ
の
時
は
、
米
軍
の
具
体
的
な
実
行
は
な
く
、
威
圧
に
と
ど
ま
っ
た
。
しかし、五一一一年一○月二四日付の米民政府ブラムリー主席民政官による「在日留学生の身分証明」
に
関
す
る
書
簡
は
、
そ
れ
ま
で
と
異
な
っ
て
い
た
。
こ
の
書
簡
は
琉
球
政
府
を
通
じ
て
、
日
本
の
大
学
に
在
籍
す
る
す
べ
て
の
契
約
学
生
・
公
費
学
生
約
二
四
○
名
に
身
上
調
査
書
を
提
出
さ
せ
る
よ
う
指
示
し
、
す
ぐ
に
実
行
に
移
さ
れ
た
。
こ
の
調
査
書
は
、
全
二
五
項
目
（
細
目
は
さ
ら
に
多
い
）
に
わ
た
り
、
詳
細
に
人
間
関
係
を
問
い
質
す
だ
け
で
な
く
、
学
生
に
自
身
が
属
す
る
各
種
団
体
を
す
べ
て
申
告
さ
せ
る
よ
う
求
め
る
項
目
を
設
け
、
と
り
わ
け
共
産
党
と
の
関
一別）
係
に
つ
い
て
は
学
生
の
家
族
も
含
め
て
別
に
明
示
し
て
尋
ね
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
調
査
書
の
提
出
を
拒
否
す
れ
ば
学
費
の
支
給
は
打
ち
切
ら
れ
る
と
の
桐
喝
と
セ
ッ
ト
で
あ
っ
た。
〈ママ）
まさしく「アメリカにおけるマッカーシズムのク赤狩り〃による思想、一一一一口論の自由の断圧と同本
質
」
の
調
査
書
に
対
し
て
、
沖
縄
県
学
生
会
は
す
ぐ
に
対
策
委
員
会
を
設
置
し
、
’
一
月
二
六
日
に
は
身
上
調
査
の
撤
（皿｝
回
を
求
め
る
声
明
を
発
表
し
た
。
「
民
族
の
乘
円
骨
を
へ
し
折
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
沖
縄
を
植
民
地
化
し
、
琉
球
政
府
の
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安
全
を
強
化
す
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
米
国
占
領
当
局
に
一
そ
う
隷
属
さ
せ
る
意
図
の
下
に
行
わ
れ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
」
と
、
声
明
は
米
軍
の
意
図
を
喝
破
し
て
い
る
。
学
生
に
与
え
た
衝
撃
は
、
思
想
調
査
の
点
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
学
生
が
実
際
に
眼
に
し
た
調
査
書
は
、
「
第
三
国
人
身
上
明
細
書
」
と
題
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
調
査
書
は
今
回
の
た
め
に
新
た
に
作
成
さ
れ
た
書
類
で
は
な
く
、
「
急
で
こ
の
用
紙
で
間
に
あ
わ
せ
た
」
よ
う
だ
が
、
日
本
社
会
で
は
「
非
日
本
人
」
と
し
て
人
権
の
埒
外
に
置
か
れ
る
危
険
性
を
持つ「第三国人」という一一一一口葉に自分たちが押し込められることから、学生が感じた恐怖は想像に難く
（餌一
な
い
。
し
た
が
っ
て
前
の
声
明
は
、
「
第
一
二
国
人
の
名
称
は
調
査
用
紙
が
如
何
な
る
目
的
で
作
ら
れ
た
か
を
問
わ
ず
全
く
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
。
［
中
略
］
こ
の
名
称
は
沖
縄
の
国
際
的
地
位
を
一
層
不
明
確
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
一別）
れ
は
『
日
本
人
』
で
あ
る
」
と
、
特
に
強
調
し
て
否
定
し
て
い
る
。
声
明
に
前
後
し
て
、
調
査
書
の
提
出
を
拒
否
す
る
学
生
は
す
ぐ
に
増
え
、
東
京
で
は
ほ
と
ん
ど
の
該
当
学
生
が
拒
否
一郷〉
を表明した。だが担当部署である琉球育英〈戸や琉球政府文教局が、学生たちの家族をよびつけて桐喝
を加えるなど、学生の弱味につけこんだため、学生会が構築をめざした抵抗線はほどなくして突破さ
れ、挫折を余儀なくされた。
他
方
、
直
接
的
な
弾
圧
で
は
な
い
が
、
学
生
た
ち
の
団
結
に
亀
裂
を
入
れ
る
と
懸
念
さ
れ
た
の
が
、
同
時
期
に
持
ち
上
が
っ
た
沖
映
寮
入
寮
問
題
で
あ
る
。
日
本
独
立
後
、
渡
航
条
件
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
日
本
留
学
を
め
ざ
して渡日する学生（自費留学生）は増加の一途をたどっていた。従来の学生寮の収容能力ではとうて
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い
対
応
で
き
ず
、
新
寮
建
設
の
実
現
は
、
五
○
年
代
当
初
か
ら
学
生
運
動
の
も
っ
と
も
重
要
な
要
求
項
目
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
沖
縄
の
地
元
企
業
で
あ
る
沖
映
に
よ
る
新
寮
の
建
設
と
琉
球
育
英
会
へ
の
寄
贈
の
報
せ
は
、
学
生
に
と
り
願
っ
て
も
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
｛顕）
ところが沖映寮は建設段階から、南燈寮のような寮内の学生自治は認めないとされた。学生〈室は粘
り
強
く
交
渉
を
求
め
た
が
、
沖
映
側
の
方
針
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
沖
映
側
の
強
硬
な
態
度
に
は
、
当
然
な
が
ら
沖
縄
に
お
け
る
米
軍
や
保
守
的
な
勢
力
の
意
向
が
反
映
し
て
い
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
学
生
会
は
当
初
、
自
治
寮
制
の
固
守
や
入
寮
者
に
思
想
的
差
別
を
つ
け
な
い
な
ど
の
条
件
が
容
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
新
寮
へ
の
入
寮
を
拒
否
す
る
と
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
が
、
「
会
員
問
に
分
裂
を
生
じ
せ
し
め
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
の
意
見
か
ら
成
案
を
見
合
わ
せ
、
あ
く
ま
一切）
で
要
求
貫
徹
に
努
力
す
る
と
い
う
か
た
ち
に
落
ち
着
い
た
。
｜銘）
結
局
、
翌
五
四
年
一
○
月
に
一
元
成
し
て
入
寮
を
始
め
た
沖
映
寮
は
、
学
生
自
治
を
認
め
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
寮
内
の
学
生
で
つ
く
ら
れ
た
寮
友
会
で
は
、
五
四
年
一
二
月
の
沖
縄
県
学
生
会
総
会
に
寮
単
位
で
加
入
す
る
か
討
論
し
た
｛鋤）
結
果
、
賛
否
激
し
く
、
議
題
か
ら
取
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
自
治
寮
を
根
拠
地
と
し
て
育
っ
た
学
生
団
体
に
、
小
さ
く
は
な
い
模
が
打
ち
込
ま
れ
た
。
一
九
五
四
年
に
入
る
と
、
米
軍
の
弾
圧
は
さ
ら
に
学
生
個
人
を
襲
い
始
め
た
。
五
四
年
四
月
に
は
、
四
人
の
契
約
学
｛卯）
生
が
突
如
契
約
を
解
除
さ
れ
た
。
ま
た
同
じ
こ
ろ
に
帰
郷
し
た
国
場
幸
太
郎
が
事
実
上
の
「
公
職
追
放
」
を
受
け
、
そ
の
噂
は
す
ぐ
に
東
京
に
も
伝
え
ら
れ
た
。
弾
圧
は
さ
ら
に
帰
省
中
の
留
学
生
に
も
及
び
、
学
生
が
日
本
へ
の
再
渡
航
を
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求
め
て
も
米
軍
が
パ
ス
ポ
ー
ト
を
発
行
せ
ず
、
米
軍
Ｃ
Ｉ
Ｃ
本
部
で
の
尋
問
・
指
紋
採
取
・
写
真
撮
影
や
「
第
三
国
人
一例）
身
上
調
査
書
」
の
提
出
を
強
要
す
る
事
件
が
続
い
た
。
こ
うした弾圧は、特定の個人を迫室口して運動の勢力を
剥
ぐ
だ
け
で
な
く
、
見
せ
し
め
の
効
果
を
狙
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
効
果
は
、
学
生
た
ち
を
萎
縮
さ
せ
る
に
充
分
で
あ
っ
た
。
以
上
の
攻
撃
に
よ
り
、
学
生
会
の
活
動
は
五
四
年
に
（兜｝
は停滞する。一般に、同年の沖縄県学生会の活動とい夢えば、六月に刊行された『祖国なき沖縄』（日
月
社
）
の
執
筆
・
編
集
が
特
筆
さ
れ
る
。
同
書
は
、
米
軍
占
領
下
の
現
地
沖
縄
の
実
態
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
著
作
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。
実
際
、
本
書
が
呼
び
水
と
な
っ
て
五
五
年
の
「
朝
日
新
聞
』
に
よ
る
沖
縄
報
道
が
な
さ
れ
、
沖
（兜）
縄
へ
の
関
心
が
日
本
社
会
全
体
に
広
が
り
を
見
せ
た
。
ま
た
同
年
秋
の
人
民
党
弾
圧
に
際
し
て
は
、
す
ぐ
に
小
冊
子
を
一別）
発行し、弾圧や公判闘争の経過だけでなく北円景にある土地問題を含めて報道している。そこには、国
場
た
ち
が
東
京
を
去
っ
た
あ
と
も
一
貫
し
て
活
動
の
中
心
に
い
た
外
問
政
彰
の
尽
力
が
あ
っ
た
。
だ
が
実
際
に
は
、
「
祖
国
な
き
沖
縄
』
の
編
集
と
販
売
支
援
に
五
四
年
の
活
動
の
大
半
が
割
か
れ
、
機
関
紙
の
発
行
も長く中断した。この時期、国場を始め学生運動の統一と発展を担った契約学生会の委員の多くが大
学を卒業し、解放運動の拡大を期して帰郷していった。戦場を体験した復員者や旧制高校以来の経験
を
豊
富
に
持
つ
学
生
た
ち
が
学
園
を
去
る
な
か
で
、
運
動
は
沖
縄
人
学
生
か
ら
浮
き
上
が
っ
た
も
の
と
映
り
、
執
行
部
を
核
と
す
る
総
抵
抗
の
態
勢
は
つ
く
れ
な
か
っ
た
。
（妬｝
五四年一一一月、「沖縄学生新聞』は「復刊一号」と銘打って発行が再開きれる。紙面では、学生〈雪
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を
「
み
ん
な
の
た
め
の
学
生
会
」
に
す
べ
く
、
年
末
に
予
定
さ
れ
た
規
約
改
正
・
役
員
改
選
を
含
む
総
会
へ
の
参
加
を
よ
び
か
け
て
い
る
。
ま
た
今
号
か
ら
は
、
従
来
の
沖
縄
県
学
生
会
文
化
部
の
直
接
編
集
・
発
行
の
機
関
紙
で
は
な
く
、
学
生
会
と
は
別
個
の
沖
縄
学
生
新
聞
会
に
よ
る
発
行
と
さ
れ
た
。
執
行
部
の
交
替
で
編
集
の
一
貫
性
が
確
保
で
き
な
い
事
態
を
恐
れ
、
学
生
会
の
機
構
を
離
れ
て
「
異
体
同
心
」
を
保
つ
と
説
明
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
継
続
性
を
維
持
で
き
な
く妬）
い
く
五
の
現
状
に
対
す
る
率
直
な
対
応
で
は
な
か
っ
た
か
。
さ
ら
に
財
政
的
に
紙
面
を
拡
張
で
き
な
い
機
関
紙
の
制
約
を
〈ｗ｝
補うために、在京学生有士心によるサークル誌「ひろば』が創刊されている。外間政彰が主導したこれ
ら
新
た
な
試
み
に
は
、
学
生
会
を
再
び
幅
広
い
結
集
の
軸
に
し
よ
う
と
の
思
い
が
に
じ
ん
で
い
る
。
け
れ
ど
も
、
外
間
た
ち
の
努
力
が
ど
れ
ほ
ど
実
を
結
ん
だ
か
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
以
後
、
五
○
年
代
後
半
に
沖
縄
人
学
生
が
発
行
し
た
紙
誌
類
は
、
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
五
六
年
春
に
は
、
一
方
で
外
間
が
早
大
を
卒
業
し
て
（昭一
帰
郷
し
、
他
方
で
建
物
の
全
面
改
修
と
引
き
替
恰
え
に
南
燈
寮
の
学
生
自
治
が
失
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
事
態
は
、
学
生
団
体
が
在
日
本
沖
縄
人
の
諸
活
動
を
リ
ー
ド
し
え
た
条
件
の
喪
失
を
意
味
し
た
。
五
六
年
九
月
、
東
京
沖
縄
県
人
会
が
発
足
し
、
在
京
沖
縄
人
の
再
結
集
が
実
現
し
た
際
、
沖
縄
人
学
生
た
ち
の
よ
び
か
け
は
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
が
、
そ
こ
で
も
学
生
団
体
と
し
て
の
活
動
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
い
。
六
○
年
代
前
半
、
在
京
沖
縄
人
学
生
の
運
動
は
再
〈”｜
び
活
性
化
す
る
が
、
そ
れ
は
五
○
年
代
と
は
異
な
る
段
階
の
運
動
と
し
て
、
別
個
の
考
察
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
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以
上
、
粗
雑
な
整
理
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
五
○
年
代
前
半
の
在
日
本
沖
縄
人
の
歴
史
に
お
い
て
在
京
沖
縄
人
学
生
の
活
動
が
い
か
に
重
要
で
あ
っ
た
か
は
確
認
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
を
前
提
に
し
な
が
ら
、
本
章
で
は
、
学
生
団
体
の
活
動
の
意
義
に
つ
い
て
、
〈
越
境
者
〉
と
い
う
観
点
か
ら
あ
ら
た
め
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。
学
生
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
困
難
を
克
服
す
る
こ
と
で
復
帰
運
動
を
リ
ー
ド
す
る
存
在
た
り
え
た
の
か
。
そ
れ
に
は
ま
ず
、
学
生
た
ち
が
運
動
へ
と
向
か
う
際
の
自
己
理
解
を
確
認
し
て
お
こ
う。
沖縄県学生会が結成時に作成した「宣言書」（【表３］、）には、その経緯が次のように描かれてい
る
。
「
吾
々
は
自
分
の
郷
里
に
居
た
た
ま
れ
ず
、
胸
一
杯
に
自
由
な
空
気
を
吸
い
、
思
う
存
分
に
学
問
の
出
来
る
日
本
へ
と
飛
び
出
し
て
来
た
」
。
と
こ
ろ
が
、
自
己
の
生
活
難
に
加
え
、
郷
士
か
ら
の
「
祖
国
日
本
復
帰
の
血
の
叫
び
声
」
は
、
「
二
十
九
度
線
に
さ
へ
切
ら
れ
て
日
本
の
同
胞
達
の
耳
許
に
は
一
向
に
と
ど
か
な
い
」
。
そ
の
た
め
、
日
本
に
い
る
自
分
た
ち
は
沖
縄
の
問
題
を
日
本
で
訴
え
、
沖
縄
の
運
動
を
激
励
し
支
援
す
る
義
務
が
あ
る
Ｉ
こ
の
よ
う
に
、
学
生
たちはいわば故郷を捨てた負い目を感じつつ、しかも日本社会の無理解のなかではそれを補償できる
機
会
も
な
い
と
い
う
現
実
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
故
郷
か
ら
の
「
復
帰
」
ヘ
の
「
叫
び
声
」
に
耳
を
塞
ぐ
こ
と
も
で
き
ず
、
そ
の
声
を
阻
む
障
害
を
取
り
払
っ
て
日
本
に
届
け
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ま
ず
は
、
学
生
た
ち
は
沖
縄
と
日
本
の
あ
い
だ
を
遮
る
「
二
十
九
度
線
」
の
境
を
越
え
、
か
つ
そ
の
両
六
学
生
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
断
層
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
の
か
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者
を
つ
な
ぐ
役
割
を
負
っ
て
い
た
。
沖
縄
と
日
本
が
切
り
離
さ
れ
、
往
来
が
な
お
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
た
当
時
に
あっては、留学生という存在自体が〈越境〉を体現する。それは文字通りの空間的な越境ばかりでな
く
、
日
本
の
大
学
の
な
か
で
「
外
国
人
」
扱
い
奎
党
け
、
パ
ス
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
自
己
の
移
動
が
制
限
さ
れ
る
な
ど
の
事
実
に
気
づ
く
た
び
ご
と
に
経
験
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
う
し
た
境
遇
は
、
故
郷
の
復
帰
運
動
を
「
日
本
の
同
胞
」
に
届
け
る
に
は
か
え
っ
て
恰
好
の
位
置
に
あ
っ
た
。
帰
郷
運
動
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
学
生
た
ち
は
「
帰
郷
」
と
「
帰
京
」
の
往
還
を
利
用
し
て
、
日
本
と
沖
縄
の
運
動
を
媒
介
し
共
鳴
さ
せ
る
役
割
を
担
っ
た
。
た
だ
し
、
学
生
た
ち
は
故
郷
の
復
帰
運
動
の
単
な
る
支
援
者
で
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
機
関
紙
に
は
、
次
の
よ
う
な
鋭
い
分
析
が
見
ら
れ
る
。
「
軍
事
基
地
の
故
に
ド
レ
ィ
的
な
境
遇
に
追
い
つ
め
ら
れ
た
沖
縄
人
の
民
族
解
放
へ
の
歩
一
歩
一
歩
の
着
実
な
歩
み
」
に
よ
っ
て
、
郷
土
の
復
帰
運
動
も
発
展
し
て
き
た
。
し
か
し
、
「
復
帰
運
動
の
底
を
流
れ
る
二
つ
の
立
場
の
対
立
」
に
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ひ
と
つ
は
「
単
に
歴
史
的
、
民
族
的
の
立
場
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
理
解
に
よ
っ
て
祖
国
に
復
帰
さ
せ
て
も
ら
う
と
い
う
考
え
方
」
、
も
う
ひ
と
つ
は
「
前
の
見
地
を
止
揚
し
て
民
族
解
放
運
動
の
一
環
と
し
て
、
沖
縄
に
於
い
て
は
そ
の
運
動
が
日
本
復
帰
の
形
態
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
と
す
る
立
場
」
で
あ
る
。
前
者
の
よ
う
に
「
日
本
復
帰
の
持
つ
意
義
も
単
に
歴
史
的
、
民
族
的
の
感
情
の
み
を
そ
の
根
拠
と
す
る
事
は
、
沖
縄
を
取
り
ま
く
複
雑
な
状
勢
の
分
析
を
誤
っ
た
事
に
原
因
し
て
居
り
、
そ
の
主
観
的
善
意
に
も
拘
わ
ら
ず
復
帰
を
切
望
す
る
人
々
を
欺
く
結
果
と
な
る
」
と
注
意
を
喚
起
し
、
具
体
的
に
は
「
日
の
丸
の
旗
と
結
び
つ
け
る
復
帰
熱
も
（Ｍ｜ 
こ
の
危
険
性
を
蔵
し
て
い
る
」
と
批
判
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
沖
縄
に
お
い
て
復
帰
運
動
の
重
要
な
一
翼
を
担
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う
社
会
大
衆
党
や
沖
縄
教
職
員
会
に
見
ら
れ
た
日
米
両
政
府
へ
の
無
批
判
な
依
頼
心
を
念
頭
に
お
い
た
批
判
で
あ
る
。
次
に
、
日
本
社
会
の
な
か
で
沖
縄
人
と
し
て
復
帰
運
動
の
声
を
挙
げ
よ
う
と
す
る
と
き
、
立
ち
は
だ
か
っ
た
の
が
在
京
の
「
先
輩
」
た
ち
と
い
う
壁
で
あ
っ
た
。
学
生
団
体
の
機
関
紙
に
く
り
返
し
現
れ
る
「
先
輩
」
と
は
、
も
ち
ろ
ん
単
な
る
年
長
の
沖
縄
出
身
者
を
意
味
し
な
い
。
実
際
そ
れ
は
、
反
共
主
義
と
レ
イ
シ
ズ
ム
に
苛
ま
れ
た
偏
執
的
な
「
奇
怪
」
さ
を
指
し
示
す
符
牒
と
な
っ
て
い
る
。
五
二
年
六
月
の
慰
霊
祭
に
際
し
て
も
、
比
嘉
良
篤
や
吉
田
嗣
延
は
そ
こ
に
（ママ）
共
産
党
の
扇
動
を
見
て
と
る
だ
け
で
な
く
、
「
朝
鮮
人
が
来
て
か
く
乱
を
計
画
し
て
い
る
さ
う
だ
」
と
意
識
的
に
デ
マ
〈川｝
を
流
す
「
奇
怪
な
破
壊
工
作
」
に
及
ん
で
い
る
。
厄
介
な
こ
と
に
は
、
そ
う
し
た
「
先
輩
」
こ
そ
、
財
政
的
な
面
を
含
め
て
在
日
本
沖
縄
人
に
対
す
る
へ
ゲ
モ
ニ
ー
を
握
っ
て
お
り
、
沖
縄
県
学
徒
援
護
会
や
琉
球
育
英
会
の
役
員
と
し
て
も
学
生
の
利
害
を
直
接
左
右
で
き
る
存
在
だ
っ
た
。
一
九
五
一
年
以
降
、
「
復
帰
」
と
い
う
一
点
で
は
在
日
本
沖
縄
人
に
意
見
の
齪
鶴
は
も
は
や
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
に
もかかわらず、「大同団結」がくり返し訴えられたのは、在京「先輩」間の日本占領期以来の確執が、
こ
の
時
期
に
い
っ
そ
う
昂
進
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
冷
戦
下
の
対
立
軸
に
そ
っ
て
在
京
沖
縄
人
指
導
者
層
が
敵
対
の
度を深めた結果、沖縄人という出自をもってまとまる機会は暗礁に乗り上げていた。そこで学生たち
は手弁当で種々の行事・集会を献身的に支え、実現することで、「先輩」以外の在日本沖縄人から信
頼
を
か
ち
と
り
、
「
先
輩
」
に
依
存
し
な
い
沖
縄
人
の
共
同
性
を
造
り
出
せ
る
と
の
自
信
を
深
め
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
、
前
述
の
慰
霊
祭
に
お
け
る
、
「
実
行
委
員
会
の
誰
れ
も
が
痛
感
し
た
事
は
こ
れ
ま
で
の
一
部
の
金
に
物
を
い
わ
す
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先
輩
が
賛
成
し
な
け
れ
ば
何
も
出
来
な
い
と
い
っ
た
考
え
が
間
違
っ
て
い
る
こ
と
［
、
］
多
く
の
人
が
協
力
す
れ
ば
今
（皿）
後
も
沖
縄
問
題
は
全
て
「
や
れ
る
」
と
い
う
確
信
で
あ
る
」
と
の
総
括
は
、
そ
れ
を
よ
く
表
現
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
在
日
本
沖
縄
人
の
あ
い
だ
に
生
じ
て
い
た
亀
裂
は
、
か
た
ち
は
異
な
れ
ど
、
学
生
た
ち
の
あ
い
だ
に
も
存
在
し
た
。
学
生
た
ち
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
「
学
生
」
と
い
う
だ
け
で
は
容
易
に
ま
と
ま
れ
な
い
足
許
の
現
実
に
取
り
く
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
戦
争
体
験
を
典
型
と
す
る
年
齢
に
も
と
づ
く
経
験
や
感
性
の
落
差
、
契
約
学
生
に
象徴される生活条件の格差などがさまざまな溝を造り出し、それがく同じ沖縄人学生〉としての団結
を
阻
ん
で
い
た
。
ま
た
五
三
年
秋
に
起
き
た
身
上
明
細
書
の
提
出
を
め
ぐ
る
抵
抗
で
も
、
（
自
費
学
生
か
ら
す
れ
ば
あ
る
意
味
で
特
権
的
な
）
契
約
学
生
・
公
費
学
生
だ
け
の
問
題
で
あ
る
か
の
よ
う
に
映
っ
た
こ
と
は
、
弾
圧
も
ま
た
そ
う
し
た
溝
を
利
用
す
る
か
た
ち
で
効
果
を
高
め
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
沖
縄
県
学
生
会
へ
の
統
一
は
、
そ
う
し
た
溝
の総てが埋められたがゆえに可能になったのではなく、統一をめざす過程で沖縄人学生が抱えるさま
ざ
ま
な
問
題
を
発
見
し
、
皆
で
共
有
す
べ
き
課
題
と
し
て
受
け
と
め
て
い
く
訓
練
に
な
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
以
上
の
ほ
か
に
、
も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
〈
越
境
〉
と
し
て
、
文
化
運
動
や
「
郷
士
史
」
の
研
究
を
通
じ
て
自
分
た
ち
の
歴
史
を
取
り
も
ど
し
、
沖
縄
人
の
あ
い
だ
に
存
在
す
る
歴
史
認
識
の
断
層
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
点
が
指
摘
で
き
る
。
現
在
か
ら
見
る
と
、
学
生
た
ち
の
行
動
に
は
、
復
帰
運
動
に
向
か
う
〈
解
放
の
主
体
〉
た
ら
ん
と
す
る
意
志
ば
か
り
目
立
つ
よ
う
だ
が
、
そ
の
根
底
に
は
、
自
己
を
解
放
す
る
た
め
の
〈
文
化
の
主
体
〉
な
い
し
は
〈
歴
史
の
主
体
〉
た
ら
ん
と
す
る
希
求
が
あ
っ
た
。
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当
時
、
学
園
祭
に
お
い
て
、
学
生
会
の
大
学
班
に
よ
る
沖
縄
文
化
の
展
示
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
ふ
れ
た
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
、
「
三
味
線
、
陶
器
、
紅
型
や
戦
前
国
宝
級
の
建
築
写
真
な
ど
琉
球
の
文
化
財
を
中
心
に
戦
後
の
政
経
教
育
面
の
現
状
を
展
示
」
し
た
組
み
合
わ
せ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
土
地
問
題
を
主
と
す
る
沖
縄
の
現
状
を
知
ら
せ
る
〈
手
段
〉
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
会
場
で
の
「
郷
士
の
文
化
財
に
つ
い
て
の
質
問
」
に
答
え
ら
れ
な
い
自
分
た
ち
を
省
み
て
、
あ
ら
た
め
て
「
郷
士
」
ヘ
の
関
心
を
喚
起
さ
れ
、
「
こ
の
認
識
が
郷
士
へ
の
愛
情
と
な
り
、
社
会
を
よ
り
よ
く
し
、
一川）
平
和
を
守
る
た
め
の
力
と
な
る
の
だ
」
と
決
意
を
新
た
に
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら
の
活
動
や
学
生
た
ち
の
過
去
に
向
か
う
感
情
の
方
向
づ
け
自
体
に
、
共
産
党
系
の
文
化
団
体
が
｛川）
主
導
し
た
当
時
の
国
民
的
文
化
運
動
の
影
響
を
見
る
こ
と
は
難
し
く
な
い
。
し
か
し
そ
う
し
た
傾
向
に
還
元
で
き
な
い
切
実
さ
が
、
彼
ら
の
文
化
運
動
に
は
あ
っ
た
。
そ
れ
は
学
生
た
ち
自
身
が
「
敗
戦
に
至
る
ま
で
郷
士
史
を
殆
ん
ど
教
え
ら
れ
ず
、
又
、
祖
国
の
歴
史
と
言
っ
て
は
天
皇
中
心
の
歪
め
ら
れ
た
も
の
し
か
教
え
ら
れ
な
か
っ
た
」
た
め
に
、
自
分
た
ち
の
、
と
実
感
で
き
る
文
化
や
伝
統
を
持
た
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
。
そ
の
た
め
、
「
現
代
的
課
題
の
も
と
に
」
書
一価）
かれた「ほんとうの郷士史を知りたいという要求」が吉同まっていた。この点でも、国場幸太郎や外間
政
彰
は
意
欲
的
で
あ
り
、
国
場
は
南
燈
寮
で
郷
士
史
に
関
す
る
勉
強
会
を
持
ち
、
外
間
も
後
に
学
生
た
ち
で
沖
縄
歴
史
｛順〉
研究へ君をつくっている。残念ながら国場たちが輯三んだ「新しい角度から郷士史の認識を深める」研究
は
ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず
に
終
わ
っ
た
が
、
多
忙
な
運
動
の
傍
ら
で
歴
史
を
取
り
も
ど
そ
う
と
す
る
（
実
際
に
は
、
新
た
一Ｍ）
に
発
見
す
る
）
試
み
を
亡
し
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
沖
縄
人
学
生
の
運
動
の
質
が
現
れ
て
い
る
。
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ただしこの時、「郷士」への新たな認識は学生たちの日本観とどのように重なっていたのだろうか。
機関紙からこの点を推し量ることは難しいが、たとえば前の警察予備隊募集反対運動の際につくられ
た抗議文昌表３】４）には、「日本復帰は、団結した力を基礎として全琉球人民が日本人民に結合さ
れることによってのみ実現され得る」とある。これは『沖縄新報』に拠る永丘たちの認識と同じと見
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。
併
合
や
吸
収
で
は
な
い
か
た
ち
で
「
日
本
人
民
」
と
「
結
合
」
す
る
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
のか。たとえ支配者を捨象して「日本人民」を構成できたとしても、「琉球人民」の戦争の記憶は、
そ
れ
ほ
ど
簡
単
に
「
日
本
人
民
」
の
戦
争
の
記
憶
に
「
結
合
」
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
疑
問
は
、
目
前
の
沖
縄
解
放
と
そ
の
た
め
の
日
本
復
帰
と
い
う
目
標
の
前
に
掻
き
消
さ
れ
、
機
関
紙
類
に
は
容
易
に
は
浮
か
び
出
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
後
述
す
る
沖
縄
戦
認
識
と
重
ね
合
わ
せ
る
と
き
、
そ
の
疑
問
の
不
在
の
な
か
に
、
当
時
の
沖
縄
人
学
生
た
ちの葛藤がかえって潜在しているように思われる。
他
方
で
、
学
生
た
ち
の
〈
越
境
〉
の
限
界
、
す
な
わ
ち
越
え
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
も
指
摘
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
深
刻
な
断
層
は
、
在
日
本
奄
美
出
身
者
と
り
わ
け
奄
美
学
生
会
と
の
あ
い
だ
に
あ
っ
た
。
第
三
章
で
概
観
、
、
、
した学生団体の統一過程でも、全琉球学生連絡協議会を調いながら、奄美学生会が参加した形跡はほ
と
ん
ど
な
い
。
五
二
年
七
月
に
は
、
統
合
の
た
め
の
創
立
大
会
の
日
程
ま
で
一
時
打
ち
出
さ
れ
た
が
、
「
あ
と
大
島
側
（燗）
の
態
度
丈
が
問
題
」
で
あ
っ
た
。
沖
縄
学
生
会
と
琉
球
契
約
学
生
会
の
統
合
に
よ
る
「
沖
縄
県
学
生
会
」
の
発
足
も
、
奄
美
群
島
の
返
還
が
発
表
さ
れ
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る
以
前
の
六
月
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
奄
美
学
生
会
の
合
流
を
諦
め
た
両
学
生
会
に
よ
る
見
切
り
発
車
の
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
も
学
生
会
の
名
称
に
「
県
」
の
一
宇
を
入
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
従
来
の
自
費
学
生
の
沖
縄
学
生
会
と
の
混
同
を
さ
け
る
と
い
う
意
味
も
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
沖
縄
県
と
し
て
依
然
と
し
て
日
本
の
一
県
で
あ
る
と
の
自
覚
、
、
、
、
をもち米国へのレジスタンスを表す」と説明されており、そ一」に〈沖縄県ではない〉が「琉球」の一
一Ｍ）
部
で
あ
る
奄
美
へ
の
配
慮
は
見
ら
れ
な
い
。
沖縄人学生団体の機関紙から確認できる限りでは、沖縄学生会・琉球契約学生会と奄美学生会とが
一川〉
具体的な場面で協力して活動する機会は、メーデーでの共同行動など数少ない。当時の「琉球」とい
う
枠
組
の
な
か
に
奄
美
諸
島
が
あ
り
、
契
約
学
生
の
な
か
に
も
奄
美
出
身
者
が
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
軍
占
領
に
よ
っ
て
外
在
的
に
つ
く
ら
れ
た
枠
の
な
か
で
の
対
話
や
連
携
は
難
し
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
を
琉
球
王
国
以
来
の
奄
美
支
配
の
径
桔
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
に
は
奄
美
に
お
け
る
復
帰
運
動
内
部
の
複
雑な対立があり、沖縄側の復帰運動からの離反をはかる在京奄美出身者内の保守派の影響力の強さも
｛Ⅲ） 
考慮しなくてはならない。また、そうしたなかでも、国場たちが奄美出身者の集〈君で挨拶をするなど
両者の交流を図っていたことは特筆されてよい。にもかかわらず、沖縄人学生団体の機関紙から奄美
が見えにくいことは、交流の事実如何とは別の次元で、認識の遮蔽があったと考えざるをえない。
も
う
ひ
と
つ
の
断
層
は
、
戦
争
体
験
を
共
有
す
る
こ
と
の
難
し
さ
に
か
か
わ
る
。
映画「ひめゆりの塔」の製作・上演に対する沖縄人学生団体の熱心な支援活動は、この映画に対す
484 
Hosei University Repository
る
二
つ
の
視
線
へ
の
対
抗
に
よ
っ
て
、
よ
り
切
実
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
ひ
と
つ
は
、
日
本
に
お
け
る
近
代
以
来
の
沖
縄
表
象
を
引
き
継
ぐ
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
視
線
や
、
沖
縄
戦
の
戦
記
物
の
人
気
に
見
ら
れ
る
「
悲
劇
」
を
無
責
任
に
称
揚
す
る
傾
向
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
「
ひ
め
ゆ
り
の
塔
」
の
製
作
・
上
映
に
際
し
て
、
在
日
本
沖
縄
人
の
な
か
か
ら
起
こ
っ
た
「
赤
」
の
宣
伝
に
利
用
さ
れ
る
と
の
批
判
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
「
反
戦
平
和
」
へ
の
沖
縄
表
象
の
動
員
が
、
沖
縄
を
か
え
っ
て
日
本
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
と
危
倶
し
、
学
徒
隊
の
〈
乙
女
た
ち
〉
の
無
垢
（皿｝
さ
や
無
私
の
姿
勢
を
過
剰
に
讃
え
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
沖
縄
人
学
生
団
体
は
、
こ
う
し
た
論
調
を
逐
一
反
駁
し
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
機
関
紙
に
表
れ
た
次
の
よ
う
な
沖
縄
戦
認
識
は
、
こ
れ
ら
と
は
対
極
に
立
っ
て
い
る
。
「
ひ
め
ゆ
り
の
塔
」
の
興
行
的
成
功
に
あ
や
か
っ
て
、
松
竹
が
「
沖
縄
健
児
隊
」
を
映
画
化
す
る
計
画
が
持
ち
上
が
る
と
、
沖
縄
県
学
生
会
は
製
作
関
係
者
に
要
望
書
を
送
り
、
生
還
者
に
よ
る
「
原
作
に
忠
実
に
描
い
て
も
ら
い
た
い
」
と
訴
え
た
。
興
味
深
い
の
は
、
こ
れ
に
続
い
て
沖
縄
戦
の
「
悲
劇
の
原
因
」
を
述
べ
る
く
だ
り
で
あ
る
。
沖
縄
戦
に
お
け
る
ひ
め
ゆ
り
部
隊
や
健
児
隊
は
、
沖
縄
が
太
平
洋
戦
争
の
決
戦
場
と
な
っ
た
事
が
唯
一
の
原
因
で
は
な
い
。
所
謂
〃
琉
球
人
〃
と
し
て
蔑
視
さ
れ
た
沖
縄
の
人
々
が
祖
国
を
守
る
と
い
う
大
き
な
任
務
を
前
に
し
て
、
夫
々
自
己
が
立
派
な
日
本
人
で
あ
っ
た
事
を
死
を
賭
し
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
悩
み
つ
づ
け
て
い
た
事
実
に
二
重
の
悲
劇
の
原
因
が
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
戦
場
に
咲
く
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
い
っ
た
末
梢
的
な
場
面
が
映
画
に
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こ
こ
に
は
、
今
日
、
沖
縄
戦
研
究
に
お
い
て
あ
ら
た
め
て
俎
上
に
の
ぼ
る
論
点
が
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
優
れ
た
認
識
も
機
関
紙
に
お
い
て
は
こ
れ
が
唯
一
で
あ
り
、
機
関
紙
に
寄
せ
ら
れ
た
「
ひ
め
ゆ
り
の
塔
」
の
反
響
や
学
生
団
体
の
分
析
の
ほ
と
ん
ど
は
、
反
戦
平
和
を
訴
え
る
〈
効
果
〉
を
映
画
に
求
め
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
別
な
地
点
か
ら
違
和
感
が
発
せ
ら
れ
た
。
映
画
「
ひ
め
ゆ
り
の
塔
」
の
「
原
作
者
」
と
さ
れ
て
い
た
学
徒
隊
元
引
率
教
員
の
仲
宗
根
政
善
は
シ
ナ
リ
オ
を
読
ん
で
、
「
生
徒
の
死
を
思
う
時
、
こ
れ
を
映
画
化
し
観
覧
し
よ
う
な
ど
と
い
う
気
に
は
全
然
な
れ
な
い
」
と
の
感
想
を
も
ら
し
た
。
「
琉
球
学
生
新
聞
」
で
は
、
こ
れ
を
機
関
紙
に
引
用
し
た
上
で
、
「
教
師
と
し
て
は
そ
れ
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
。
併
し
一
歩
進
み
、
こ
の
映
画
に
よ
っ
て
戦
争
反
対
を
全
世
界
へ
ア
シ
ビ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
こ
れ
こ
そ
女
生
徒
た
ち
の
死
に
対
す
る
最
大
の
報
い
に
な
る
の
で
は
な
｛Ⅲ｝ 
か
ろ
う
か
」
と
、
批
判
的
に
コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
い
る
。
「
復
帰
」
に
よ
る
平
和
の
実
現
と
占
領
か
ら
の
解
放
に
逸
ろ
者
に
と
っ
て
、
仲
宗
根
の
言
葉
は
退
行
的
に
映
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
こ
こ
か
ら
あ
り
え
た
か
も
し
れ
な
い
沖
縄
戦
体
験
者
同
士
に
よ
る
戦
争
認
識
を
深
め
る
た
め
の
対
話
は
、
断
ち
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
契
約
学
生
会
か
ら
連
絡
協
議
会
の
代
議
員
に
選
ば
れ
て
い
た
玉
井
久
子
の
言
葉
も
、
「
傷
つ
く
と
も
辛
く
と
も
私
達
は
古
傷
を
も
う
一
度
ほ
じ
く
っ
て
、
何
故
私
達
の
同
胞
が
私
達
自
身
が
そ
の
様
な
目
に
あ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
ま
た
現
現
わ
れ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
お
よ
そ
〃
沖
縄
健
児
隊
〃
と
は
縁
の
遠
い
も
の
と
な
る
。
何
故
な
ら
死
ん
だ
学
友
（川）
達
は
、
戦
争
そ
の
も
の
を
否
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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｛一口→、）
在
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
く
・
り
か
え
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
一
見
、
口
の
重
い
体
験
者
を
叱
吃
す
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
。
し
か
し
、
疎
開
ゆ
え
に
直
接
地
上
戦
を
経
験
し
て
い
な
い
玉
井
は
、
戦
場
体
験
者
の
友
人
や
ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
の
生
存
者
が
戦
争
を
題
材
に
し
た
映
画
な
ど
に
対
し
て
「
表
現
さ
れ
う
る
も
の
で
は
な
い
と
怒
り
を
含
ん
だ
口
調
で
語
っ
た
こ
と
」
を
「
何
時
ま
で
も
忘
れ
ず
に
●
自
己
自
身
の
問
題
と
し
て
行
き
た
い
（順一
と
思
い
ま
す
」
と
結
ん
で
お
り
、
体
験
者
の
沈
黙
の
前
に
と
ど
、
ま
ろ
う
と
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
学
徒
隊
の
す
ぐ
下
の
世
代
に
あ
た
る
当
時
の
学
生
た
ち
に
あ
っ
て
も
、
希
有
な
態
度
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
〈
当
事
者
〉
の
切
実
さ
は
、
五
○
年
代
前
半
と
い
う
時
代
に
お
け
る
状
況
の
切
迫
ざ
の
な
か
で
交
流
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
問
題
の
重
さ
の
前
で
思
考
し
続
け
よ
う
と
し
た
人
が
い
た
こ
と
は
今
日
の
私
た
ち
を
励
ま
す
。
在
京
沖
縄
人
学
生
に
お
け
る
復
帰
運
動
の
〈
始
ま
り
〉
の
声
は
、
最
初
か
ら
は
っ
き
り
と
聞
こ
え
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
自
己
の
内
部
に
あ
る
怖
れ
や
祷
踏
か
ら
始
ま
っ
て
、
幾
重
に
も
お
よ
ぶ
障
害
を
取
り
除
い
て
い
く
過
程
で
強
め
ら
れ
、
や
が
て
在
日
本
沖
縄
人
社
会
を
巻
き
込
ん
で
、
沖
縄
解
放
の
た
め
の
抵
抗
線
を
か
た
ち
づ
く
っ
た
。
し
か
し
、
暗
黒
時
代
と
も
よ
ば
れ
る
米
軍
政
の
圧
制
を
前
に
、
学
生
た
ち
が
期
待
す
る
よ
う
な
運
動
の
足
腰
を
鍛
え
る
時
間
は
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
機
関
紙
に
反
響
す
る
声
を
選
り
分
け
て
、
理
論
や
主
張
を
紡
ぎ
出
む
す
び
に
か
え
て
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せ
る
ほ
ど
の
蓄
積
を
、
学
生
た
ち
は
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
ら
散
在
す
る
声
の
断
片
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
て
い
く
な
ら
ば
、
本
稿
の
よ
う
な
未
熟
な
作
業
か
ら
で
さ
え
、
五
○
年
代
前
半
に
お
け
る
、
沖
縄
と
日
本
を
、
異
な
る
世
代
を
、
敵
対
的
な
政
治
的
立
場
を
、
各
々
結
び
合
わ
せ
る
こ
と
で
在
京
沖
縄
人
学
生
が
実
現
し
た
も
の
の
重
み
が
理
解
さ
れ
る
。
学
生
た
ち
の
諸
活
動
は
、
大
き
く
は
「
復
帰
運
動
」
と
一
括
さ
れ
る
に
し
て
も
、
自
己
の
解
放
を
阻
害
す
る
種
々
の
要
因
を
創
意
工
夫
と
鋭
敏
な
感
性
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
て
い
っ
た
場
面
そ
れ
自
体
に
こ
そ
注
目
す
る
意
味
が
あ
る
。
〈
越
境
者
〉
と
は
、
そ
の
乗
り
越
え
の
力
に
与
え
た
仮
の
名
前
に
す
ぎ
な
い
。
多
く
の
紙
幅
を
費
や
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
残
さ
れ
た
課
題
は
あ
ま
り
に
多
い
。
ま
ず
事
実
確
認
の
水
準
に
限
っ
ても、次の三点が早急に必要である。第一に、本稿の一定の整理を基礎として、関係者への聞き取り
を急がねばならない。第二に、今回の検討だけでは見えない関西・九州など他地域の沖縄人学生の動
（川｝
静や、各地の学生運動との交流について、事実の確認から始めなくてはならない。第一二に、米民政
府・琉球政府・日本政府（外務省・文部省）の各々における「留学生」政策とその連関についての解
明が、学生たちの活動の〈可能性の条件〉として求められる。
ま
た
、
よ
り
綿
密
な
分
析
を
要
す
る
課
題
と
し
て
次
の
二
点
を
あ
げ
た
い
。
第
一
は
、
今
回
の
史
料
を
当
時
の
日
本
の
思
想
動
向
と
連
関
・
接
合
さ
せ
て
あ
ら
た
め
て
読
み
こ
む
作
業
で
あ
る
。
近
年
、
共
産
党
が
「
引
き
回
し
た
」
運
動
と
し
て
一
括
し
て
清
算
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
五
○
年
代
前
半
の
諸
実
践
に
つ
い
て
、
個
々
の
担
い
手
の
主
体
性
に
即
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し
た
再
評
価
が
進
ん
で
い
る
。
沖
縄
人
学
生
の
活
動
も
、
そ
う
し
た
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
戦
後
日
本
社
会
運
動
史
に
対
す
る
ひ
と
つ
の
問
題
提
起
と
な
ろ
う
。
第
二
に
、
運
動
に
携
わ
っ
た
学
生
た
ち
の
個
々
の
航
跡
を
、
帰
郷
後
の活動も含めて検討し、彼ら彼女らの〈その後〉が沖縄現代史に与えた影響とその役割について考察
するならば、本稿が垣間見たく越境〉のさらなる例証となろう。
最
後
に
、
本
稿
を
寄
せ
た
理
由
に
つ
い
て
、
蛇
足
な
が
ら
記
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
屋
嘉
比
の
人
と
な
り
を
知
る
者
な
らば、形式的な面での相違はあれど、本稿が対象とした越境者たちの思想的系譜に屋嘉比その人が連
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
屋
嘉
比
自
身
が
研
究
生
や
博
士
課
程
の
大
学
院
生
と
し
て
日
本
本
土
で
学
生
生
活
を
送
り
、
東
京
で
の
研
究
生
時
代
に
は
同
郷
の
青
年
た
ち
と
同
人
誌
に
参
加
し
て
い
る
、
と
い
う
事
実
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
。
彼
の
後
半
生
が
、
沖
縄
と
東
ア
ジ
ア
と
の
知
的
交
流
の
要
と
な
り
、
ま
た
沖
縄
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
世
代や体験の異なる人々をつなぎ、ジェンダーやポストコロニアリズムにかかわる現実からの問題提起
に
も
真
塾
に
向
き
あ
い
対
話
を
試
み
た
、
ま
さ
に
越
境
と
媒
介
を
先
導
す
る
存
在
だ
っ
た
か
ら
だ
。
今
後
、
こ
の
思
想
的
系
譜
を
、
よ
り
実
質
あ
る
も
の
と
し
て
描
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
その可能性として次の点を指摘して終わりたい。『琉球学生新聞』第一六号の欄外には、「贈呈比
嘉
春
潮
先
生
外
間
生
」
と
あ
る
。
敬
愛
す
る
歴
史
家
・
運
動
家
の
比
嘉
に
、
外
間
政
彰
が
進
呈
し
た
際
の
署
名
と
思
われる。前述のように、外間はすでに在学時から郷土の歴史に強い関心を抱き、自ら沖縄歴史研究会
をつくって比嘉に教えを請うている。後年、外間は那覇市の職員として『那覇市史』編集の実質的責
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付記本稿
は
、
平
成
二
一
一
一
年
度
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
（
課
題
番
号
呂
呂
＆
国
『
）
の
交
付
を
受
け
た
成
果
で
あ
る
。
史
料
の
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
、
沖
縄
県
立
図
書
館
郷
士
資
料
室
、
東
京
経
済
大
学
図
書
館
、
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
、
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
に
特
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
な
ら
び
に
早
稲
田
大
学
琉
球
・
沖
縄
研
究
所
に
は
、
同
セ
ン
タ
ー
二
○
○
八
年
度
秋
季
企
画
展
「
ワ
セ
ダ
と
オ
キ
ナ
ワ
ー
第
七
代
総
長
大
濱
信
泉
と
そ
の
時
代
」
の
企
画
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
が
本
稿
作
成
の
基
点
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
機
関
と
担
当
者
の
み
な
さ
ま
に
あ
ら
た
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
任
者
と
な
り
、
と
り
わ
け
資
料
編
の
充
実
に
情
熱
を
傾
け
た
。
そ
し
て
、
後
に
こ
の
『
那
覇
市
史
」
編
集
の
職
に
就
く
こ
と
で
、
歴
史
家
と
し
て
の
基
礎
を
固
め
た
の
が
屋
嘉
比
で
あ
っ
た
。
そ
の
屋
嘉
比
は
、
「
求
心
的
で
硬
直
し
た
あ
り
（Ⅳ〉
方
か
ら
遠
く
離
れ
」
た
所
作
に
よ
っ
て
「
私
た
ち
若
者
を
励
ま
し
た
」
外
間
へ
の
追
慕
を
吐
露
し
て
い
る
。
屋
嘉
比
は
一川｝
ま
た
一
一
○
○
○
年
代
に
入
り
、
と
み
に
比
嘉
春
潮
へ
の
関
、
心
を
募
ら
せ
て
い
た
。
こ
う
し
た
事
実
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
る
と
き
、
比
嘉
春
潮
ｌ
外
間
政
彰
ｌ
屋
嘉
比
収
と
、
郷
士
の
歴
史
に
向
き
あ
う
精
神
の
バ
ト
ン
は
確
実
に
リ
レ
ー
さ
れ
て
い
た
と
感
じ
ら
れ
る
。
無
意
識
で
は
あ
れ
、
屋
嘉
比
は
自
ら
を
歴
史
家
と
し
て
鍛
え
る
過
程
で
、
そ
の
リ
レ
ー
を
近
現
代
沖
縄
思
想
史
の
か
た
ち
で
反
勢
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
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￣ 
三、Ｔ詮
、－－、－〆
（１）「声」欄における無記名投稿文（『琉球学生会会報』第三号、一九五一年一一月一日）。
（
２
）
復
帰
運
動
史
研
究
の
現
在
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
や
や
異
な
る
角
度
か
ら
だ
が
、
以
下
の
拙
稿
で
も
検
討
し
て
い
る
．
拙
稿
「
沖
縄
教
職
員
会
史
再
考
の
た
め
に
’
六
○
年
代
前
半
の
沖
縄
教
員
に
お
け
る
渇
き
と
怖
れ
」
（
近
藤
健
一
郎
編
『
沖
縄
商
い
を
立
て
る
２
方
言
札
Ｉ
こ
と
ば
と
身
体
」
社
会
評
論
社
、
二
○
○
八
年
｝
・
同
「
沖
縄
「
戦
後
」
史
に
お
ける脱植民地化の課題ｌ復帰運動が問う〈主権〉」〈「歴史学研究」第八八五号天会増刊二○｜｜年）．
（３）冨山一郎『近代日本社会と「沖縄人」ｌ「日本人」になるということ」（日本経済評論社二九九○年）．
（４）拙稿「「在日沖縄人』、その名乗りが照らし出すもの」（同時代史学会編『占領とデモクラシーの同時代史」
日
本
経
済
評
論
社
、
二
○
○
四
年
）
．
同
「
「
残
留
者
」
が
直
面
し
た
境
界
の
意
味
Ｉ
日
本
占
領
期
在
九
州
沖
縄
人
の
声
を
紡
ぐ
」
（
黒
川
み
ど
り
編
著
「
近
代
日
本
の
「
他
者
」
と
向
き
合
う
』
解
放
出
版
社
、
二
○
一
○
年
）
。
両
論
文
の
問
題
関
心
については、拙稿「沖縄史と「マイノリティの歴史』が〈ふたたび）出会うとき」（『ヒューマン・ラィッ』
第
二
七
九
号
、
部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
、
二
○
一
一
年
六
月
）
で
さ
ら
に
敷
術
し
て
い
る
。
（５）冨山前掲書のほか、仲間恵子「ヤマトゥのなかのウチナーンチュ」（赤坂憲雄ほか編「いくつもの日本Ｖ
排除の時空を超えて』岩波書店、一一○○三年）、金廣烈ほか箸／朴東誠監訳「帝国日本の再編と二つの「在
日
」
Ｉ
戦
前
戦
後
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
と
沖
縄
人
」
（
明
石
書
店
、
二
○
’
○
年
》
な
ど
．
そ
の
よ
う
な
な
か
で
新
垣
正
美
「
沖
縄
人
連
盟
ｌ
本
土
在
住
沖
縄
出
身
者
の
運
動
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
三
○
○
二
年
神
戸
大
学
提
出
博
士
論
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文
）
は
、
沖
縄
人
連
盟
の
発
足
か
ら
解
散
ま
で
の
全
期
間
を
扱
っ
た
唯
一
の
研
究
だ
が
、
四
九
年
以
降
の
記
述
は
や
は
り
手
薄
で
あ
り
、
ま
た
解
散
以
降
の
展
開
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
て
い
な
い
。
（
６
）
『
三
十
周
年
記
念
誌
」
（
東
京
沖
縄
県
人
会
、
一
九
八
七
年
）
九
二
頁
。
引
用
箇
所
を
含
む
章
は
、
沖
縄
学
生
同
盟
南
燈
寮
の
初
代
自
治
委
員
長
だ
っ
た
宮
原
邦
男
の
執
筆
に
よ
る
が
、
宮
原
自
身
の
経
験
に
も
と
づ
く
記
述
は
な
く
、
機
関
紙
類
の
断
片
的
な
引
き
写
し
が
多
い
。
記
念
誌
編
集
の
時
点
で
、
す
で
に
関
係
者
の
も
と
で
も
史
料
が
散
逸
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
７
）
当
事
者
の
証
言
と
し
て
、
特
に
以
下
を
参
照
し
た
。
由
井
晶
子
「
師
の
よ
う
な
、
兄
の
よ
う
な
、
先
輩
の
よ
う
な
同
期
生
・
政
彰
さ
ん
ｌ
沖
縄
歴
史
研
究
会
の
あ
と
さ
き
」
前
原
穂
積
「
外
間
さ
ん
と
私
ｌ
東
京
と
沖
縄
の
四
十
五
年
」
右
川
元
敏
二
祖
国
な
き
沖
縄
』
顛
末
記
」
・
国
場
幸
太
郎
「
『
沖
縄
県
学
生
会
」
草
創
の
頃
」
（
以
上
、
外
間
政
彰
追
悼
文
集
刊
行
委
員
会
編
尭
行
「
爽
風
一
過
ｌ
外
間
政
彰
追
悼
文
集
」
’
九
九
七
年
）
．
由
井
晶
子
「
五
○
年
代
早
稲
田
の
琉
球
留
学
生
」
（
『
早
稲
田
一
九
五
○
年
史
料
と
証
言
」
第
四
号
、
早
稲
田
・
’
九
五
○
年
・
記
録
の
会
、
一
九
九
九
年
）
。
森
宣
雄
編
「国場幸太郎インタビュー記録（第一回）。（第二回）」（森宣雄・国場幸太郎編・解説「戦後初期沖縄解放運
動資料集』第三巻、不二出版、二○○五年）。由丼晶子・大城将保・重田辰弥「〈シンポジウム記録〉オキ
ナワからワセダヘー大濱総長時代の「沖縄留学生」」（「早稲田大学史紀要」第四一巻、二○’○年一・
つ
ち
（８）特に森宣雄「地のなかの革命ｌ沖縄戦後史における存在の解放」（現代企画室、二○一○年）を参照．
（
９
）
こ
れ
は
本
稿
の
限
界
で
あ
る
が
、
こ
の
点
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
森
同
前
書
に
よ
っ
て
詳
細
な
事
実
確
定
と
と
も
に
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
初
期
の
沖
縄
人
連
盟
が
展
開
し
た
民
族
解
放
論
が
五
○
年
代
に
い
か
に
左
派
的
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（ｕ）森宣雄編前掲「国場幸太郎インタビュー記録（第一回）」中の森作成による注８．四・ｍ（四三～四五頁）、
同
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
（
第
二
回
）
注
昭
（
七
六
頁
）
で
用
い
ら
れ
、
当
時
の
学
生
団
体
の
主
要
な
活
動
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
那
覇
市
歴
史
資
料
室
（
現
那
覇
市
歴
史
博
物
館
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
複
写
資
料
を
利
用
し
た
と
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
検
討
し
た
比
嘉
春
潮
文
庫
史
料
と
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
（Ｂ）「沖縄新報」がどれだけ普及したか、確認できる史料は見当たらない。ただし、今回の一件史料中の「オキ
ナワの友』（本文後述）では、『沖縄新報」の記事を引き写している記事が少なくない。また同紙が取次と
なって『沖縄新報』の講読を勧める広告も掲載されている（同紙第一五号、’九五一年一○月二○日）。
（型ただし、この新聞を比嘉が所蔵し、かつ長く保管していた事実はそれ自体として関心を意く。『オキナワの
友』は、富川自身の寄贈により全一五号の複写版が沖縄県立図書館郷土資料室に架蔵されており、そこに
は
比
嘉
か
ら
の
富
川
宛
の
手
紙
も
綴
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
九
州
に
住
み
、
全
国
の
動
向
に
く
ら
い
富
川
に
と
り
、
、
）
仲
本
景
泰
「
沖
縄
学
生
同
盟
事
情
」
（
南
燈
寮
草
創
記
編
集
委
員
会
編
・
発
行
『
南
燈
寮
草
創
記
』
一
九
九
五
年
）
’
八
五
～
な
復
帰
論
に
転
調
し
て
い
く
の
か
と
い
う
点
や
、
在
京
沖
縄
人
学
生
と
日
本
共
産
党
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
は
、
同
書
を
参照されたい。本稿は、そうした森の研究をふまえた上で、沖縄人学生団体の活動を中心に検討する。
面）原史料は劣化しているが、現在は複製版で閲覧できる（「沖縄新報［ほか］［複製本］」［ＫＷ／Ｏ団／１～
２］）。八六頁。
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比嘉からの情報提供や支援の言葉が大きな励ましになっていたことがわかる。『オキナワの友」の編集姿勢
が
「
沖
縄
新
報
』
や
学
生
団
体
機
関
紙
と
歩
調
を
同
じ
く
し
て
い
る
の
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
く
、
比
嘉
ら
を
介
し
た
情
報
の
行
き
来
が
大
き
く
関
係
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
点
を
含
め
て
、
講
和
会
議
前
後
の
熊
本
を
中
心
と
す
る
在
九
州
沖
縄
人
の
動静については、『オキナワの友」を中心に別稿で検討したい。
（胆）両者をあわせて、復刻版が刊行されている（『沖縄新民報縮刷版』全二巻、不二出版、二○○○年）。
（旧）『球陽新報」については、納富香織「在本土沖縄県人紙についてＩ「大阪球陽新報」「球陽新報」「内報」
『自由沖縄」目録」（「史料編集室紀要』第二六号、沖縄県教育委員会、二○○一年）の解題を参照。
（Ⅳ）ただし、『おきなわ』は、近代以来の在日本沖縄人社会の生活史や当時の在京沖縄人著名人の動静がわかる
貴
重
な
史
料
で
あ
り
、
同
誌
の
総
合
的
な
検
討
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
「
お
き
な
わ
』
に
つ
い
て
は
、
新
城
栄
徳
編
「
雑
誌
『
お
き
な
わ
」
総
目
次
」
（
救
説
舎
編
「
救
説
」
第
一
五
号
、
特
集
》
検
証
戦
後
沖
縄
文
学
、
花
書
院
、
一
九
九
七
年
八
Ⅱ
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。
（旧）以上、「沖縄連盟大阪本部大会／沖縄協会と改称し新会長に豊川忠進氏」「沖縄連盟兵庫県本部中央委員会」
（ともに『球陽新報」第二号、一九五一年七月二一日）。「沖縄協会発足／会長に神山氏就任」（「新民報」第
一九九号、一九五二年八月五日）。
（四）「東京大会／同胞の生活まもり郷土の復帰達成へ」（『沖縄新報」第三号、一九五一年一○月五日）。気にな
る
の
は
、
関
東
で
沖
縄
人
が
も
っ
と
も
多
か
っ
た
神
奈
川
県
支
部
の
動
向
だ
が
、
明
確
な
態
度
は
確
認
で
き
な
い
。
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（
別
）
宮
川
寛
雄
『
回
想
的
自
伝
独
り
物
語
』
（
私
家
版
、
’
九
七
八
年
）
’
六
三
～
一
六
五
頁
。
弁
護
士
の
｛
呂
川
（
当
時
は
宮
良
）
は
、
一
九
四
八
年
五
月
か
ら
五
一
年
九
月
ま
で
、
沖
縄
（
人
）
連
盟
東
京
本
部
長
を
務
め
て
い
た
。
（
Ⅲ
）
仲
吉
の
活
動
の
ス
タ
イ
ル
や
思
想
、
お
よ
び
復
帰
期
成
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
納
富
香
織
「
仲
吉
良
光
論
ｌ
沖
縄
近
現
代史における『復帰男』の再検討」（『史論』第五七号、東京女子大学史学研究室、二○○四年）を参照。
（皿）「日本復帰署名３万（東京）」（『沖縄新報』第三号、’九五一年一○月五日）。
（路）宮川前掲書、一七○～’七一頁。「日本復帰要望国民大会を禁止／新橋駅前広場で警察の暴圧」（「沖縄新
報」第三号、’九五一年一○月五日）。
（別）「仲吉一派も悪質な妨害者」（「オキナワの友』第一五号、一九五一年一○月二○日）。
（空「沖縄戦没者慰霊祭／戦後始めて東京で執行」（『琉球学生新聞』第九号、一九五二年七月一四日）、「慰霊祭
経過報告」（『沖縄新報』第一五号、’九五二年七月一○日）。
（肥）以上、宮川前掲書、’七九頁。
（〃）『沖縄新報』第一六号は、全琉球学生連絡協議会新聞部名で「『琉球学生新聞』発刊」の広告を掲載してお
り、学生団体との関係をうかがわせる。また『琉球学生新聞」第一○号には、沖縄新報社の広告がある。
一
マ
マ
》
（躯）、水丘は、創刊当初から同紙に影響力を持っていたようだ（永岡知太郎「〃沖縄新報〃発刊の祝辞に代えて」
『
沖
縄
新
報
』
第
二
号
、
一
九
五
一
年
八
月
一
○
日
）
。
永
丘
は
沖
縄
人
連
盟
の
執
行
部
を
一
九
四
七
年
に
退
い
て
か
ら
も
、
沖
縄
青
年
同
盟
の
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
四
八
年
以
降
の
保
守
的
に
再
編
さ
れ
た
連
盟
に
対
抗
す
る
勢
力
の
一
角
を
占
め
て
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い
た
。
そ
の
後
も
断
続
的
に
運
動
の
組
織
化
を
進
め
て
お
り
、
五
○
年
二
月
に
も
沖
縄
大
鳥
解
放
同
盟
を
結
成
し
、
自
ら
委
員
長
に
就
い
て
い
る
。
こ
の
解
放
同
盟
で
は
、
永
丘
委
員
長
の
も
と
で
『
琉
球
解
放
戦
線
』
を
発
行
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
新
聞
は
こ
れ
ま
で
未
発
見
だ
っ
た
が
、
今
回
紹
介
し
た
史
料
群
に
あ
る
『
琉
球
解
放
戦
線
』
が
そ
の
現
物
の
ひ
と
つ
と
考
え
られる（【表１］参照）。内容は、沖縄の地元紙の記事をもとに米軍政の過酷な実態を伝えるとともに、吉
田政権や米国を非難する主張が基調となっている。ただし、号数や発行日はおろか発行者の記載さえなく、
筆
耕
や
印
刷
も
粗
雑
な
作
り
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
確
認
で
き
た
紙
面
は
、
他
紙
の
記
事
内
容
と
の
比
較
か
ら
一
九
五
二
年
九
月
か
ら
一
○
月
の
発
行
と
推
定
さ
れ
、
森
前
掲
書
（
四
○
九
頁
）
が
紹
介
し
た
情
報
源
よ
り
後
の
発
行
の
た
め
、
同
紙
の
発
行
が
回
を
重
ね
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き
る
。
（羽）「連盟東京評議員会」「東京で協会結成か？」（ともに『沖縄新報』第一一号、一九五一一年三月二五日）。
（釦）「張本人は外務省／沖縄事務所追出の真相」（「沖縄新報』第五号、’九五一年一○月二五日）、「〈投書〉沖
縄協会に物申す」（『沖縄新報」第一六号、一九五二年八月一日）。
（Ⅲ）「疑念を持たれる沖縄協会の発足」（「琉球学生新聞』第一○号、’九五二年八月二○日）。
（釦）関連する主な記事として、以下を参照。「外国人扱いを始めた諸官庁」「沖縄入おことわり」（ともに『沖縄
新報』第七号、’九五一年一一月二五日）。「国籍問題にからむ悲劇／『沖縄人だから：：：』と就職もこと
わられる」（「沖縄新報』第八号、一九五一年一二月二四日）。「転籍まで受付けない奇怪な福岡戸籍事務所」
「『親が沖縄だから」と息子の就職もダメ」（ともに『沖縄新報』第一○号、’九五二年一月一五日）。
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（銘）「〈主張〉琉球人の団結」（『沖縄新報』第七号、一九五一年一一月二五日）。
（別）「国籍はどうなるかわからない／ハ准将談」二沖縄新報』第四号、一九五一年一○月一五日）。
（筋）以上、「追払われる同朋／一家そろって日本へ移り住んだもシカの間／廿一名、強制送還」ｓ沖縄新報』第
五
号
、
一
九
五
一
年
一
○
月
二
五
日
）
。
こ
の
二
つ
の
「
強
制
送
還
」
を
連
結
さ
せ
て
思
考
す
る
意
義
と
必
要
に
つ
い
て
は
、
鳥
山
淳
「
国
民
の
歴
史
意
識
を
問
い
直
す
ｌ
国
籍
と
戸
籍
を
め
ぐ
っ
て
交
錯
し
た
沖
縄
奄
美
と
旧
植
民
地
」
（
加
藤
哲
郎
ほか編『国民国家の境界〈政治を問い直す１〉」日本経済評論社、二○一○年）をぜひ参照されたい。
（妬）「日韓交渉行悩む／朝鮮人の永住と特殊権益を認めず」（「沖縄新報』第七号、一九五一年一一月二五日）。
（師）「〈主張〉沖縄人は日本人だ」（「沖縄新報』第八号、一九五一年一二月二四日）。
（
堅
同
紙
は
ま
た
、
横
浜
市
鶴
見
の
沖
縄
人
集
住
地
の
失
業
問
題
や
、
埼
玉
県
所
沢
の
引
揚
者
定
住
地
に
お
け
る
飛
行
場
拡
張
の
ための農地取り上げ、大阪市大正区の集住地における立ち退き問題などにも注目しているｓ沖縄新報』第
八
号
・
第
二
号
参
照
）
。
も
ち
ろ
ん
、
郷
士
沖
縄
で
の
人
権
侵
害
に
つ
い
て
も
多
く
紙
面
を
割
い
て
お
り
、
日
米
当
局
に
対
す
る
批
判
的
姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
に
よ
る
紙
面
構
成
は
、
同
時
期
の
『
新
民
報
』
『
球
陽
新
報』の紙面と鋭い対照を見せている。
（羽）以上、安里健和「南燈寮開設まで」「年表」（前掲『南燈寮草創記』）を参照。
（
側
）
学
生
同
盟
の
時
期
に
も
、
東
京
代
表
が
提
起
し
た
全
国
組
織
化
の
議
案
に
対
し
て
関
西
や
九
州
の
学
生
代
表
が
時
期
尚
早
と
し
て
退
け
て
い
る
よ
う
に
、
全
国
規
模
の
意
思
疎
通
は
以
前
か
ら
不
十
分
で
あ
っ
た
（
山
入
端
一
博
「
学
同
半
年
の
回
顧
」
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（妬）たとえば、前出の五一年八月二八日の新橋駅前での復帰国民大会解散事件で逮捕された学生の一人は、当
時沖縄学生会の委員長で大会準備委員でもあった野底武彦である（宮川前掲書、一七○～’七一頁）。
（妬）以上、「臨時総会開催」（『琉球学生会会報』第二号、一九五一年一○月一旦。
（卿）「〈主張〉問題に直面せよ」（『琉球学生会会報』第四号、一九五一年一二月一六日）。この主張を後押しする
よ
う
に
、
機
関
紙
は
沖
縄
の
将
来
を
憂
慮
し
て
寄
せ
ら
れ
た
会
員
の
意
見
を
掲
載
し
て
い
る
（
「
郷
士
の
将
来
に
寄
せ
て
」
『瑞泉』第三号、’九四九年一月二○日。引用は前掲『南燈寮草創記」二一四頁の復刻から。『瑞泉」は沖
縄学生同盟の機関誌で三号まで発行）。また沖縄学生会の機関紙を謡った『神学会報』も、実質的には「従
来関東地方学生会のみの機関紙たる感があ」った（「第一回全国大会開催さる」「沖学会報』第四号、’九
五○年一二月一五日）。また混乱の状況については、．第三号）学生会報の発行に際し中央執行部からの御
詫び〃」（「沖学会報』第三号、’九五○年八月一五且を参照。
（虹）「第一回全国大会開催さる」（「沖学会報』第四号、’九五○年一二月一五日）。
（蛇）この制度は一九五二年春入学の第五期で終了するも、五三年度以降、日本政府が支給するかたちで公費琉
球学生（のちに国費琉球学生、さらに国費沖縄学生と改称）制度として一九八○年度まで続けられた。
（秘）「学援基金運用方法の再検討」（『沖学会報』第四号、’九五○年一二月一五日）。
（“）奥島憲雄（琉球契約学生会会長）「契約学生会発足するに当って」（『沖学会報」第三号、一九五○年八月一
五日）。
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『琉球学生会会報」第三号、一九五一年一一月一日）。本稿冒頭に長文を引用した無名氏の投稿もそのひと
つと言える。
（組）「われわれの進む道」「総会以後の活動状況／委員会は何をしたか」（ともに「琉球学生新聞」第九号、’九
五一一年七月一四日）。ただし発行所は、改題の後も契約学生会執行委員の下宿先＆表１］の「当眞方」、す
なわち沖縄出身の作家・当間嗣光の自宅）で変化がない。以後、発行所の記載にも変遷はあるが、実際の
編集実務は同じ場所で続けられたようだ（参照、前原穂積前掲「外間さんと私」）。
（⑲）「二十七年度定例総会／日本復帰、軍事基地反対を決議」「日本復帰決議文（案）」（ともに『琉球学生会会
報」第八号、一九五二年六月一四日）。他方、契約学生会の執行部では、機関紙を通じて会員からの意見に
対して資料にもとづく解説・反論を加えている（「日本復帰決議に対する会員の回答及び解説」『琉球学生
新聞」第九号、一九五二年七月一四日）。
（別）森宣雄編前掲「国場幸太郎インタビュー記録（第一回）」’七～二四頁、および森前掲書を参照。
（日）「対総選挙基本態度を討議／ひめゆり後援・図書送付運動等を決議す／第二回連絡協議会」（『琉球学生新
聞」第一一号、一九五二年九月二○日）。
（
皿
一
以
上
、
外
間
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
爽
風
一
過
ｌ
外
間
政
彰
追
悼
文
集
一
所
収
の
年
譜
ほ
か
を
参
照
．
（田）「新組織で沖縄県学生会発足／学生生活擁護と日本復帰を標傍」（「琉球学生新聞』第一六号、一九五三年六
月二一日）。
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（
別
）
し
た
が
っ
て
、
会
員
が
複
数
の
班
に
所
属
す
る
こ
と
も
「
妨
げ
ら
れ
な
い
」
と
さ
れ
た
（
会
費
は
ど
れ
か
一
つ
の
班
で
納
入
）
。
た
だ
し
執
行
部
で
は
、
「
大
学
班
の
方
に
中
心
的
に
所
属
し
て
、
将
来
全
面
的
に
大
学
単
位
に
も
っ
て
い
く
」
方
針
で
あった〈「〈解説〉会の新組織／班、代議員について」『琉球学生新聞」第一六号、一九五三年六月二一日）。
（弱）「京都・大阪でも学生会結成」（「沖縄学生新聞』第一七号、一九五三年九月一○日）。「読者の声」（『球陽新
報』第八○号、’九五三年一二月一日）。この投稿は、千里丘学生寮発となっている。
（冊）「在京沖縄青年会発足」（『琉球学生新聞』第一一一一号、’九五一一一年一月二五日）。同記事末尾の世話人一覧に
は
、
沖
縄
学
生
会
・
琉
球
契
約
学
生
会
の
委
員
経
験
者
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
ま
た
沖
縄
青
年
会
の
機
関
紙
『
沖
縄
青
年
新
聞
」
の
関
連
記
事
（
「
沖
縄
青
年
会
創
立
大
会
／
六
月
七
日
に
決
定
」
『
沖
縄
青
年
新
聞
」
第
四
号
、
一
九
五
三
年
五
月
一
九
日
）
も
参
照
。
な
お
、
沖
縄
青
年
会
は
五
四
年
初
め
に
機
関
誌
『
沖
縄
青
年
』
を
刊
行
し
て
い
る
〈
創
刊
号
の
み
比
嘉
春
潮
文
庫
蔵
）
が
、
そ
の
分
析
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
（印）この映画の企画が一九五○年春にもちあがった際、すでに沖縄学生会が「この良心的な企画に全力をあげ
て協力する準備を進めていた」が、企画自体が立ち消えになった経緯がある（「問題の〃ひめゆりの塔〃／
注目裡に東映が撮影開始」「琉球学生新聞」第一一号、一九五二年九月二○日）。
（昭）森宣雄編前掲「国場幸太郎インタビュー記録（第二回）」四四頁。今井と彼のスタッフは、東宝争議後、東
宝
を
追
わ
れ
て
い
た
が
、
東
映
が
「
ひ
め
ゆ
り
の
塔
」
の
製
作
の
た
め
に
今
井
に
白
羽
の
矢
を
立
て
た
。
（田）前掲「対総選挙基本態度を討議」（「琉球学生新聞』第一一号、一九五二年九月二○日）。
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（例）「総会以後の活動状況／委員会は何をしたか」（『琉球学生新聞」第九号、一九五二年七月一四旦。
（閉）「予備隊志願反対／高良一氏の運動を追及」（「新民報』第一九八号、一九五二年七月二五日）。また沖縄青
年連合会の機関誌『沖縄青年』第三巻第四号（’九五二年八月）・第三巻第五号（一九五二年一○月）にお
け
る
「
予
備
隊
問
題
」
関
連
記
事
も
参
照
。
こ
の
問
題
は
、
沖
縄
に
お
け
る
「
戦
争
の
記
憶
」
を
考
え
る
際
、
同
時
期
の
「
ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
」
の
表
象
の
問
題
と
並
ん
で
重
要
な
論
点
を
構
成
す
る
た
め
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
機
会
を
あ
ら
た
め
て検討したい。
（
船
）
琉
球
大
学
の
学
生
や
沖
縄
青
年
連
合
会
な
ど
と
の
提
携
に
つ
い
て
は
、
総
会
な
ど
で
提
起
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
ど
こ
ま
で
具
体
的
な
連
絡
が
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
第
一
次
琉
大
事
件
に
際
し
、
沖
縄
県
学
生
会
は
機
関
紙
上
で
事
件に抗議し、学生処分の撤回を求めている（「〈主張〉琉大に抗議する」『琉球学生新聞』第一六号、一九五
（印）Ｓ・Ｕ「『姫百合の塔」映画化」（『琉球学生会会報』第七号、一九五二年五月一五日）。
（田）この事件の概要と国場の総括については、これを機に出された「琉球学生新聞』号外〈一九五二年九月二
三日）を参照。本史料は、前掲「戦後初期沖縄解放運動資料集」第三巻、一四一一～一四一一一頁にも所収。
（田）「「ひめゆりの塔」試写会／立錐の余地なき盛況／称讃された学生会の活動」（「琉球学生新聞』第一三号、
一九五三年一月二五日）。
（田）「「ひめゆりの塔』を観て感想録／アイクにも是非見せたい！」（「琉球学生新聞』第一三号、一九五三年一
月二五日）。
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一一一年六月一二日）。
（町）「実現するか？／沖縄青年の警予隊募集／高良琉球新聞社長大橋国務省に懇請」（『球陽新報』第三一号、一
九五二年五月一一日）、「応募は希望者だけ／予備隊問題」（「球陽新報」第三七号、一九五二年七月一一
日）、「〈球陽随想〉警察予備隊の募集について」（『球陽新報』第四○号、一九五二年八月二日）など。
（銘）「帰省学生各種懇談会に出席」「広い視野を持て／帰省学生南風会と懇談」「図書寄贈に礼状」（すべて『琉
球学生会会報』第二号、一九五一年一○月一日）。
（的）学生たちの帰省時の活動については、石川元敏前掲弓祖国なき沖縄』顛末記」が生彩をもって描いてい
る
。
ま
た
「
帰
省
学
生
の
新
計
画
」
（
『
沖
縄
新
報
』
第
一
六
号
、
一
九
五
二
年
八
月
一
旦
も
参
照
。
（刀）「帰省学生は郷士で何を見、何を感じたか」（『琉球学生新聞」第一五号、一九五三年五月一一一日）。
（Ⅵ）「大衆と共に学ぶ／県人を訪問した学生」（『琉球学生新聞』第一二号、一九五二年一二月一日）。
（〃）「沖縄戦没者慰霊祭／戦後始めて東京で執行」（「琉球学生新聞」第九号、一九五二年七月一四旦。「沖縄人
は一本でなければならない／関東地区有志懇談会（『沖縄新報』第一五号、’九五二年七月一○日）も参照。
（乃）以上の経緯の詳細については、「日本復帰国民大会ニュース』（【表１】史料、一九五三年一一一月一八日）を参
照。本史料は、前掲『戦後初期沖縄解放運動資料集』第三巻、’四四～一四五頁にも所収。
（刊）以上の経過については、「復帰協議会の準備進む／東京」（『沖縄学生新聞」第一七号、一九五三年九月一○
日）、「復帰運動に大同団結／促進協議会結成さる／関東地区」（『沖縄学生新聞』第一一○号、’九五三年一
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（こ「解放斗争に命をささげた美女カンテメの恋のものがたり／前進座の公演迫る」（『琉球学生新聞』第一一
号、’九五二年九月二○日）。
（沼）「日本民族受難の尖端／沖縄の現状をきく会／歴史家を交えて東大で開催」（「琉球学生新聞」第一二号、’
九五二年一二月一日）。藤間の講演内容も興味深いが、紙幅の都合により、別稿で検討したい。
（刃）「パスポート廃止送金制限をとけ／沖縄県学生会国会に陳情」（『沖縄学生速報」第一号、’九五三年九月一
二月一日）、「仮称『沖縄日本復帰促進協議会』の準備進む」（『沖縄学生速報』第一号、一九五三年九月一
五日）、「新事態に即応／復帰促進協議会結成さる」（『球陽新報』第七九号、一九五一一一年一一月二一日）を
参
照
。
な
お
、
沖
縄
諸
島
祖
国
復
帰
促
進
協
議
会
は
『
沖
縄
復
帰
会
報
」
を
発
行
し
て
い
る
が
、
創
刊
号
（
’
九
五
四
年
二
月二一日）を比嘉春潮文庫で確認できるのみである。また神山政良編『沖縄返還運動資料』上（複写版、
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
沖
縄
関
係
資
料
室
所
蔵
）
に
も
同
協
議
会
の
結
成
時
の
資
料
が
断
片
的
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
活
動
の
詳
細
や
存
続
の
期
間
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
（巧）「詩と真実の会／〃沖縄文化の夕診」（「琉球学生新聞』第一六号、一九五三年六月二一日）の記事や、「明治
学院でも沖縄文化を鑑賞」（「新民報』第一一一一一一号、一九五三年六月一五日）等を参照。
（巧）「四大学祭を飾る沖縄展／をどり、民謡、展示に活躍する班」（『沖縄学生新聞』第一九号、一九五三年一一
月六日）。
五日）。
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（Ⅲ）「妬項目に及ぶ思想、経歴の完全調書／問題の〃第三国人身上明細書〃の内容全文」（『沖縄学生速報』第一一
号、’九五一一一年一二月一日）。
（皿）「民主主義を否定するもの／ある地方大学班の便り」（「沖縄学生新聞』第二○号、一九五一一一年一二月一日）。
（別）「〃今更撤回は出来ぬ〃／大浜氏、対策委に答う」（「沖縄学生速報』第一一号、’九五三年一二月一日）。ただ
し
、
引
用
し
た
大
濱
信
泉
の
説
明
だ
け
で
は
、
こ
の
身
上
明
細
書
の
出
所
は
判
然
と
し
な
い
。
こ
の
点
の
解
明
に
は
、
日
本
本
土
の
米
軍
基
地
一
雇
傭
員
の
労
務
政
策
と
も
合
わ
せ
て
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
今
後
の
検
討
を
期
し
た
い
。
（別）以上、声明文からの引用は、「〃基本的人権を全く無視診／〃われわれは第三国人でない諺／学生会身上調
査撤回を要求」（「沖縄学生速報』第二号、’九五三年一二月一日）を参照。
（邪）「在日沖縄学生の思想調査を指示／ブ書簡／東京では大半すでに反対」（「沖縄学生新聞』第二○号、一九五
三年一二月一日）。
（別）「〃自治寮はまかりならぬ咳／憂慮される『沖映寮』の運営」（『沖縄学生新聞』第一七号、一九五三年九月
（Ⅳ）「自治権をかち取ろう／沖映寮に関する南灯寮班の討議活発」（『沖縄学生速報」第一号、一九五三年九月一
五日）。実際、同号には「学生会で沖映寮入寮希望者募集」との案内も出ており、学生生活の基盤確立のた
（別）「契約学生から赤を追放せよ／ルイス准将学生運動を脅す」（『琉球学生新聞』第一三号、一九五三年一月一一
五日）。
一○日）。
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め
に
新
寮
を
希
望
し
て
い
た
学
生
会
に
と
っ
て
苦
し
い
対
応
は
続
い
た
。
（肥）「若鷹の巣〃沖映寮珍移転登録完了／琉球育英会長志喜屋孝信氏から崎山氏へ感謝状」Ｓ球陽新報』第一○
九号、一九五五年二月二日）。
（閉）「総会には皆なで出よう（沖映寮にも強い動き）」（「沖縄学生新聞』復刊第二号、’九五四年一一一月二六
日）。学生会側の応答として、「〈主張〉〃話し合い〃で総会を」〈同号）も参照。
（帥）その経緯や当事者の体験については、由井晶子前掲の各回想を参照。
〈
皿
）
参
照
、
「
金
澤
資
料
銘
資
料
「
お
願
い
」
留
学
生
神
谷
尚
（
早
大
政
経
四
年
）
、
国
吉
真
栄
（
中
大
法
三
年
）
、
福
地
曠
昭
（
青
山
学
院
経
一
年
）
再
渡
航
申
請
拒
否
事
件
手
記
」
（
加
藤
哲
郎
・
国
場
幸
太
郎
編
・
解
説
『
戦
後
初
期
沖
縄
解
放
運
動
資
料
集
』
第
二
巻
、
不
二
出
版
、
二
○
○
四
年
）
二
一
八
～
二
一
九
頁
。
（兜）由井晶子前掲「師のような、兄のような、先輩のような同期生・政彰さん」三五～三九頁を特に参照。
（
肥
）
以
上
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
石
川
元
敏
前
掲
の
回
想
三
祖
国
な
き
沖
縄
」
顛
末
記
」
に
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
（
例
）
在
日
沖
縄
学
生
南
灯
寮
人
民
党
弾
圧
事
件
対
策
委
員
会
「
祖
国
の
同
胞
に
訴
え
る
ｌ
米
軍
ｌ
愛
国
者
四
四
名
を
逮
捕
」
全二七頁・謄写版（法政大学沖縄文化研究所中野好夫資料）。
（妬）この復刊分の発行所所在地は、外間政彰の当時の下宿先である。
（肥）以上、「編集後記」（「沖縄学生新聞』復刊第一号、一九五四年一二月）、「学生会と新聞会とは異体同心」
（「沖縄学生新聞」復刊第一一号、一九五四年一一一月二六日）を参照。
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（皿）「初の慰霊祭厳粛に挙行／胸打つ亡き学友への誓い」（『沖縄新報』第一五号、’九五一一年七月一○旦。
（Ⅲ）「郷士文化への認識を深めよう／明大班沖縄展示会で結論」（『沖縄学生新聞』復刊第一号、一九五四年一二
（肥）参照、「南燈寮に新しい灯」（「球陽新報』第一四一号、一九五六年四月二一日）、赤嶺武次「比嘉良篤先生
の思い出」（前掲『南燈寮草創記乞。
（的）学生会が求心力を回復するのは、安保闘争の高揚を受け、東京沖縄県学生会として原水禁運動にも積極的
にかかわり、活動の場を広げていく六○年代前半である。これについては、今後の考察を期したい。
（Ⅲ）以上、「〈解説〉復帰運動の問題点」（『琉球学生新聞』第一四号、’九五三年一一月二八日）。実際、復帰運動
のシンボルとして「日の丸」に固執する姿勢は、沖縄だけでなく当時の『球陽新報」や「新民報」の保守
派の復帰論に頻繁に現れる（「〃日の丸〃掲揚余録」「球陽新報』第三一一一号、一九五二年六月一日など）。在
日
本
沖
縄
人
に
お
け
る
「
日
の
丸
」
を
め
ぐ
る
葛
藤
や
議
論
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
そ
の
変
遷
を
含
め
て
よ
り
詳
し
い
考
察
を必要とする。
（Ⅲ）「沖縄戦七周忌に盛大な慰霊祭挙行／在京各団体の共同主催で」（『沖縄新報」第一四号、一九五二年六月一一
（Ｗ）「話題を投げるサークル誌／「ひろば』第一号発刊さる」（『沖縄学生新聞」復刊第二号、’九五四年一二月
月
～.－ 
｡ 日
、－
０ 
二六日）。
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／￣、〆￣へ／－，
１１０１０９１０８ 
、＝〆､＝〆、＝〆
（Ⅲ） 
（Ⅲ） 
／￣ヘ
１０５ 
，－〆
（川）この点では、「ひめゆり特集号」（『琉球学生新聞』第一一号、一九五二年九月二○日）において、「ひめゆ
り
の
塔
」
の
シ
ナ
リ
オ
を
分
析
し
た
上
で
示
さ
れ
る
〈
郷
土
ｌ
民
族
ｌ
祖
国
〉
に
対
す
る
「
愛
」
の
予
定
調
和
が
、
そ
の
も
っ
と
も
強
い
影
響
下
に
あ
る
思
考
で
あ
ろ
う
（
「
く
だ
ら
ぬ
戦
争
へ
の
〃
声
な
き
〃
抗
議
／
戦
争
の
悲
惨
と
人
間
葛
藤
の
現
「
米
軍
政
下
の
郷
士
へ
贈
り
も
の
／
仲
原
善
忠
著
珍
琉
球
の
歴
史
鰺
／
意
義
深
い
出
版
記
念
会
」
Ｓ
琉
球
学
生
新
聞
』
第
一
二
号
、
一
九
五
二
年
一
二
月
一
日
）
。
引
用
は
記
念
会
席
上
で
の
「
学
生
代
表
挨
拶
」
よ
り
。
仲
原
を
始
め
、
学
生
た
ち
に
同
情
的な「先輩」である金城朝永や比嘉春潮が中心のこの会は、「先輩」たちと同席する場には珍しく、「終始
和
か
で
し
か
も
極
め
て
有
意
義
な
会
合
」
だ
っ
た
と
紙
上
で
評
価
さ
れ
て
い
る
。
「学生寮めぐり（１）南灯寮（東京）の巻」（「琉球学生新聞』第一○号、一九五二年八月二○日）。由井晶
子
前
掲
「
師
の
よ
う
な
、
兄
の
よ
う
な
、
先
輩
の
よ
う
な
同
期
生
・
政
彰
さ
ん
」
四
三
～
四
六
頁
。
も
っ
と
も
こ
の
場
合
、
日
本
の
学
生
運
動
と
の
対
比
で
は
な
く
、
同
時
期
の
在
日
朝
鮮
人
学
生
や
台
湾
人
留
学
生
（
国
民
党
政
権
か
ら
の
亡
命
者
も
含
む
）
に
よ
る
歴
史
研
究
へ
の
衝
動
と
比
較
す
る
方
が
有
効
で
あ
る
だ
ろ
う
。
「’一一学生会統合準備具体化なる」（『琉球学生新聞」第九号、一九五二年七月一四日）。
「新組織で沖縄県学生会発足」〈『琉球学生新聞」第一六号、一九五一一一年六月二一日）。
「在京沖縄・大島の学生／第羽回統一メーデーに参加／郷土の即時日本復帰を絶叫」ｓ琉球学生会会報』第
七
号
、
一
九
五
二
年
五
月
一
五
日
）
。
実描写」）。
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（Ⅲ）この点については、森前掲書第一部の分析を全面的に参照した。
（Ⅲ）たとえば、金城和彦「ひめゆりの塔を『赤』から護れ」（『新民報』第一一○八号、一九五二年一一一月一五日）
を
参
照
。
な
お
、
金
城
は
か
っ
て
南
燈
寮
に
起
居
し
、
沖
縄
学
生
同
盟
の
副
会
長
を
経
験
し
た
人
物
で
あ
る
。
（川）「『沖縄健児隊』映画化なる」（『沖縄学生新聞』第一七号、一九五三年九月一○日）。この優れた沖縄戦認識
に
は
、
当
時
の
国
場
幸
太
郎
に
よ
る
沖
縄
史
の
理
解
が
深
く
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
（
参
照
、
国
場
「
沖
縄
の
叫
び
」
『新日本文学』一九五二年八月号）。ここに、学生たちがめざした「現代的課題」に向きあう郷土史の一端
がうかがえる。
（Ⅲ）「郷士展望台」（「琉球学生新聞』第一二号、一九五二年一二月一日）。
（畑）玉井久子「映画「ひめゆりの塔」によせて」（『琉球学生新聞』第一一一号、一九五二年一二月一日）。
（Ⅲ）個々の沖縄人学生が各大学で学生運動や党活動にかかわった事例は、五○年代後半にも数多く存在した。
た
と
え
ば
、
広
島
大
学
に
「
留
学
」
し
た
学
生
は
、
原
水
禁
運
動
を
経
験
し
、
そ
の
経
験
を
六
○
年
代
の
職
場
組
織
（
た
と
え
ば
沖
縄
教
職
員
会
な
ど
）
に
持
ち
込
ん
で
い
く
。
し
か
し
そ
れ
は
、
「
沖
縄
人
」
と
い
う
同
一
性
に
依
拠
し
た
活
動
と
は
別
個
の
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
（Ⅲ）屋嘉比収「励まされたこと、など」（前掲「爽風一過ｌ外聞政彰追悼文集」所収）三○○’三○二頁．
（Ⅲ）屋嘉比収「比嘉寿潮の足跡下ｌ貫き通した「愚直」の思想／沖縄に注ぐ深い愛情」（「沖縄タィムス」二
○○五年九月二三日）。
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